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C A L E N DAR
2022.12～

　地球科学分野に関する研究会，学会，国際
会議，などの開催日，会合名，開催学会，開
催場所を͝案内கします．会員のօ様の情報
をお待ちしています．
˒印は学会主催，（共）共催，（後）後援，
（協）協賛．

2022年
■12݄　%FDFNCFS

ʢڠʣ第3�回θΦϥΠトൃڀݚද会
12月1日（木）～ 2日（金）
場所：あわぎんホール（ಙ島県ڷ土文化会館）
https://j[a-online.org/

第3�回 ஍࣭ௐࠪ૯߹ηンλʔγンϙ
δ΢Ϝɿྩ࿨4年度஍ڀݚڥ؀ݯࢿݍ
෦໳ڀݚ੒Ռ報告会
地ݍ資源環境研究部門の最新研究r新たなチ
ャレンジと展望r
12月7日（水）13:30-17:20（予定）
会場：ステーションコンファレンス万世4ڮ
階（東京都千代田区ਆ田ਢ田町）
参加費無料（要事前申込）
https ://www.gs j . jp/researches/gs j -
syNposiVN/syNpo37/indeY.htNl

γンϙδ΢Ϝʮޚባࢁɾശࠜࢁɾ૲
௡നࠜࢁɿਫৠؾ෾Ր͓Αͼ๷ࡂͱ
ʯޫ؍
12月16日（金）-17日（土）
場所：長野県・木ી町文化交流センター
開催方法：現地・オンラインซ用
参加費無料（要事前申込）
https://ontaLe-vc.jp/satonews/news25/

஍࣭学࢙࠙࿩会ʢϋΠϒϦουʣ
12月17日（土）13:30 ～ 16:30
場所：早稲田ไ仕Ԃ（東京メトロ東西線早稲
田Ӻ下ंెา5分）
山田俊߂・ਢ֋俊彦「望月উ海日記通読プロ
ジェクト」（仮題）
今村ྒྷ平「中国地ਤ測量史」
問い合わせ：矢島ಓ子�pYi02070!nifty.coN

˒第�回γϣʔトコʔε
12月18日（日）
開催方法：[ooNによるオンライン講義
・法地質学の現在：杉田律子
・付加体地質学と௜み込み帯掘削の現在：山
口飛鳥
http://geosociety.jp/science/content0151.
htNl

学ज़会議ެ։γンϙδ΢Ϝʮ஍໊ඪ
४Խͷݱঢ়ͱ՝୊ɿ஍໊σʔλϕʔ
εͷߏஙͱ஍໊ඪ४Խؔػͷઃஔʹ
ʯ͚ͯ޲
12月18日（日）13:00-17:00（オンライン開催）
参加無料，定員300名
https://www.scj.go.jp/ja/event/2022/331-s-
1218.htNl

ΞΠσΞιンʮ஍਒ɾଌ஍ͳͲͷσ
ʔλʹؔ͢Δڀݚల։͔Βࣾ会Ԡ༻
·Ͱͷ෯ࡦํ༺׆͍޿ʯ
S5AR-Eプロジェクト�第1回研究者・学生向
けイベント
12月27日（火）10:00-17:30
会場：5,P新ڮカンファレンスセンター
参加費無料，定員：50人
申込締切：12月13日（火）12:00
https://star-e-project-221227.eventcloVdNiY.
coN/

2023年
■1݄　+BOVBSZ
զ͕ࠃͷਂւ୳ࠪػೳͷۙະདྷͷ͋
Γํʹ͍ͭͯ͑ߟΔγンϙδ΢Ϝ
1月19日（木）10:30-17:00
場所：東京大学大ؾ海洋研究所講ಊ（オンラ
インซ用）
定員：現地参加の定員は60名
現地参加締切：1/12（木）17:00
オンライン参加締切：1/17（火）17:00
http://geosociety.jp/oVtline/content0238.
htNl

˒ؔ౦ࢧ෦ΦンϥΠンߨԋ会
ʮݝͷੴ ҵ৓ݝʯ
1月22日（日）13:00-16:05
参加費無料（要事前申込）
申込締切：1月11日（水）まで
http : / /www.geosoc i e ty . j p/oV t l i ne/
content0201.htNl�2022ishi

จ෦Պ学লओ3"45 ࠵�& ϓϩδΣΫ
ト
第2回ڀݚϑΥʔϥϜʔઌ୺ڀݚͱ࢈
քͷ઀఺ʔۀ
1月24日（火）9:30-12:10
オンライン開催
参加費無料，要申込（1/23締切）
https://star-e-project-2023.eventcloVdNiY.
coN/

ຽର৅ΦンϥΠンγンϙδ΢Ϝࢢ˒
δΦύʔΫ஍Ҭʹ఻ΘΔ఻ঝͱ஍࣭
学ɿݹ୅͔Βͷࣗવ؍Λ͔͢׆ʹࠓ
1月28日（土）10:00～14:25
[ooN参加申込締切：1/20（金）

参加費無料
http://geosociety.jp/geoparL/content0022.
htNl

■3݄　.BSDI
˒੢೔ຊࢧ෦ྩ࿨4年度૯会ɾ第��3
回ྫ会
3月4日（土）�例会・総会
会場：島根大学総合理޻学部多目的ホールほ
か
講演・参加申込締切：2月1日（水）
（注）状況によってオンライン開催を検討
http : / /www.geosoc i e ty . j p/oV t l i ne/
content0025.htNl

˒第3回+"#&&γンϙδ΢Ϝ
「大学ー企業のՍけڮ教育�ユニークな実例紹
介」
3月5日（日）13:30-18:00（予定）
開催方法：ZooNによるオンライン方式
参加無料

■7݄　+VMZ
第4回༵ࠇࡍࠃੴ会議
International�Obsidian�Conference(IOC
�
EngarV�2023
7月3日（月）-6日（木）
開催地：北海ಓ໲別郡遠ܰ町
h t t p s : / / s i t e s . g o o g l e . c o N / v i e w /
iocengarV2023/hoNe

■8݄　"VHVTU
8$'42023  + BQBOɿ' M PB U J O H 
4PMVUJPOT GPS UIF /FYU 4%(T
8月28日-29日：論文発表等��
8月30日：テクニカルπアー
場所：日本大学理޻学部(東京都千代田区ਆ
田ॣ河台
（予定）
https://wcfs2023.neYtsdgs.org/

■9݄　4FQUFNCFS
˒ ೔ ຊ ஍ ࣭ 学 会 第�30年 学 ज़ େ 会

ʢ2023ژ౎ʣ
9月17日（日）-19日（火）
会場：京都大学

஫ҙ：৽ܕίϩφ΢Οϧεײછ֦େͷӨڹ
にΑΓɼߦ事தࢭͷՄೳੑ΋͋Γま͢ɽ࣮
ͷ༗ແに͍ͭͯ͸事前に֤ओ࠵事։ߦͷࡍ
ɼ໰͍߹Θͤઌに֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɽऀ࠵
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教員・職員公募等の求人ニュ
ース原稿につきましては，࠾
用結果をお知らせいただけま
すようおئいகします．

ެื

ॴڀݚՊֶࢁ࢜ས県෋ࢁ
೚ظ෇ڀݚһެื

	令和4年度ࢁས県৬һ
（೚ظ෇ڀݚһ）બݧࢼ༺࠾ߟ）

用予定人員：１名࠾
募集区分：火山防災１
職務内容：①富士山に関する地震の研究，②
深部低周波地震に関する研究
応募資格：
（１）火山防災１：ত和47年４月２日以降に
生まれた者で，学校教育法に基づく大学院に
おいて，火山関係の科目を専߈し，博士課程
を修了した者ຢは令和̑年３月３１日までに
修了見込みの者であって，火山研究及び火山
に関するフィールド調査の知ࣝなどを有する
者
（２）次のいずれかに֘当する者は，応募で
きません．
①日本国籍を有しない者　②地方公務員法第
16条に֘当する者
にॲせられ，その執行を終わܐ᭛以上のې�・
るまでຢはその執行を受けることがなくな
るまでの者
・�山梨県職員として௄ռ໔職のॲ分を受け，
当֘ॲ分の日から２年を経過しない者
・�日本国ݑ法ຢはその下に成立した政෎を๫
力でഁյすることを主ுする政ౘその他の
団体を結成し，ຢはこれに加入した者
務場所：富士山科学研究所ۈ
任期：令和5年4月1日から令和9年3月31日
（４年）˞任期付研究員は任期ຬ了の際，そ
のۈ務成績に応じて，任期を１年間Ԇ長（更
新）する場合があります．
Ԡืॻྨͷड෇締切：ྩ ࿨̑年１月13日（ۚ）
提出先及び問い合わせ先：
˟403-0005　山梨県富士٢田市上٢田ؙ݋ࣈ
尾5597-1
山梨県富士山科学研究所　総務・企画課
電話　0555-72-6211
https：//www.Nfri.pref.yaNanashi.jp

日本地質学会にدせられ
た候補者の募集・推薦依
頼等を͝案内கします．

֤৆ɾ
ॿ੒ڀݚ

令和�年度ശࠜδオύーΫ
ֶज़ڀݚॿ੒

ശ根ジオパークではɺジオパーク内のフィー
ルドを対象とした人文・社会・ࣗવ科学分野
の研究に対して調査研究費の助成を行いま
す．
助成期間：2023年４月１日から2024年３月31
日まで
募集件数：２件程度
振込時期：ശ根ジオパーク推進協議会の総会
後（2023年̒月頃）
Ԡื締切：2023年１月20日（ۚ）ඞண
スケジュール
・�1月20日（金）：応募締切
・�3月頃：審査結果通知
・�４月１日（土）：研究助成対象期間　開始
・�̒ 月頃：助成金振込
・�2024年３月31日（日）：研究助成対象期間　
終了
� 成果報告書及び経理報告書の提出
・�研究助成対象期間終了後：1年以内に研究
成果を発表しɺ資料を提出
問い合わせ先・提出先
ശ根ジオパーク推進協議会 事務局（ശ根町
企画課内）
˟250-0398
ਆ奈川県足ฑ下郡ശ根町౬本256
メール：haLojiro!town.haLone.Lanagawa.jp
5EL：0460-85-9560，FAX：0460-85-7577
詳しくは，
h t t p s : / /www . h a L o n e - g e o p a r L . j p /
inforNation/LenLyVV-josei2023.htNl

2�23年度
「ॿ੒ڀݚాਂ」

趣旨：公益財団法人深田地質研究所は，「地
質学や地球物理学等を基൫とする総合地球科
学の研究，及び環境，防災，建設等社会発展
に係る科学・技術の研究，ならびにそれらの
༥合的な研究を進めることにより，複合的な
地球システムへの理ղを増進し，その研究等
の活動を継承する専門Ոの教育・人ࡐ育成及
び研究助成活動を行うとともに広範な国際交
流を通して，これらの先進的成果を社会に広
くී及せしめ，もって社会の࣋続的な発展に
与すること」を目的として，「研究事業」د
「ී及事業」「育成事業」「助成・ݦ彰事業」
の4つの事業を掲げており，その事業の1つと

して，「複合的地球システム及びその社会と
のかかわりに関する研究等への助成ならびに
．彰」を行っていますݦ
助成対象課題：複合的地球システム及びその
社会とのかかわりに関する研究等を助成対象
とします．ここでいう研究等とは，以下の①
から⑥までの各領域のいずれかに֘当するも
ので，野外調査もしくは試験，実験を含Ή内
容であること．
①地質学に関する研究　②応用地質学に関す
る研究　③地球物理学に関する研究　④地൫
　学に関する研究޻学に関する研究　⑤環境޻
⑥防災޻学に関する研究
応募者の資格：大学またはこれに相応する教
育・研究機関において，研究に従事している
若手の個人で，所属教育・研究機関の研究指
導者の推薦を受けた大学における助教あるい
は大学院博士後期課程在学者，または博士後
期課程への進学が決まっている者，またはこ
れと同等と考えられる若手の研究者．
応募者が共同研究の一員である場合は，研究
上の役割分担とその意義を明示して下さい．
　択件数：10件程度࠾：択件数および金ֹ࠾
② 助成金の総ֹ：500万円以内　③1件あた
り：最大50万円程度
申੥ड෇期間：2022年12月1日（໦）～2023
年2月3日（ۚ）
詳しくは，https://www.fVLadaLen.or.jp
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うものです．そのために，千༿県にないもの
は基本的に展示していません．たとえば，千
༿県ではまだཽڪの化石は産出していません
ので（白亜紀の地層は若ׯ分布しています），
の展示（大型の骨格標本など）はありまཽڪ
せん．また，ๅ石のたぐいも同様です．展示
が教科書的ではないことで，学校の教科のत
業の参考としては使いにくいので，地域教育
の教ࡐとして使っていただきたいところで
す．

஍学ܥలࣔͷҐஔ͚ͮɾ಺༰঺հ
　「๪総のࣗવ誌」展示室は，さらに細かく
「๪総の地学」，「๪総の生物」，「海洋」，「生
物の分類」展示室に分かれており，「๪総の
地学」展示室は全体の導入として最ॳに位置
づけられています．通常の県立博物館の展示
室入口によく見られる，Ӊ஦のはじまりや地
球の஀生，生命の஀生などの展示は省略し，
すぐに千༿県の展示にಥ入します．入口は千
༿県のٰྕ地域でよく見られる「素掘りトン
ネル」です（ࣸ真2）．博物館の展示室という
異ۭ間への入口としての機能もありますが，
千༿県の地質を象௃するଘ在でもあります．
主に明治時代に人力で掘られたトンネルであ
り，適度な柔らかさとߗさをซせ࣋つ第四紀
の深海性の地層がすでに཮化するほど千༿県
が変動のܹしい地域であることを示していま
す．
　このトンネルを抜けると「๪総の地学」展
示室で，ここはさらに「๪総の大地のなりた
ち」（地質・地形・土৕），「地震と๪総」，

ത෺ؗͷ঺հ
　千༿県立中ԝ博物館（ࣸ真1）は平成元年2
月に千༿県立の総合博物館としてオープンし
ました．本県では，県内各地に小規模な専門
館（主に歴史系）をいくつか設置し，県都の
千༿市には中֩となる大規模館を設置する計
画（千༿県博物館設置構想）のもとに博物館
整備を進め，当館はその中֩館として最後に
設置されました．展示は，それまでは手ബだ
ったࣗવ誌（当館ではॳ代館長প田ᚸ氏の意
向により「ࣗવ史」ではなく「ࣗવ誌」を使
用します）を中心とし，それに県全体の歴史
の通史展示を加えるという方針で整備されま
した．博物館の機能としては，調査・研究，
資料収集，整理保ଘ，展示，教育ී及の5つ
を設定し，特に，すべての活動の基本に調
査・研究を位置づけるという理೦が掲げら
れ，今日に至っています．つまり，博物館の
表面的な活動である展示や教育ී及事業も，
そのベースにはオリジナルな研究成果がなく
てはならないということです．

లࣔͷશମ૾
　当館の常設展示は，東京（国立科学博物館
など）に近いということで，教科書的な展示
はආけ，千༿県（๪総半島）に特化したもの
となっています．大きくは，「๪総のࣗવ誌」，
「๪総の歴史」，「ࣗવと人間のかかわり」の3
つの展示室からなり，千༿県に関する実物に
よるඦ科事典をめ͟すというコンセプトで作
られています．つまり，ここに来れば，千༿
県のこと（ࣗવと歴史）はԿでもわかるとい

「๪総の水と大ؾ」（海洋・ؾ候・ؾ象）の大
きく３つの大項目に分かれており，千༿県の
地学的事象を໢ཏするようにしています．
　最ॳの「๪総の大地のなりたち」が全体の
ほぼ3分の2を઎めており，๪総半島の地質を
・い方からॱに紹介しています（௔子地域ݹ
ྮ岡山地・๪総ٰྕ・上総ٰྕ・下総台地・
ԭ積平野）．千༿県は岩石・߭物の産出に๡
しいことから，メインの展示資料は化石と地
層の標本（はぎ取り標本，型取り標本）で
す．前者では国内最大ڃのナウマンκウ全身
骨格෮元模型（ࣸ真3）のほか，各時代の化
石を数多くฒべています．後者では，ࣼ交層
理，ࠇୌ不整合，֋化石層，関東ローム層な
どのఱ井まで達する大型の標本が見られま
す．
　他館に比ֱして地形のコーナーがॆ実して
おり，地形形成の営力別に紹介しています
（地൫変動・川・海・人）．アナログの積層地
形模型を多用しており，立体的な地形のイメ
ージをつかみやすくしています．さらに土৕
のコーナーも他館にはあまりない展示で，千
༿県で見られる代表的な土৕型7つ（ࠇϘク
土・׊৭森ྛ土・҉੺৭土・׊৭低地土・փ
৭低地土・グライ土・ట୸土）のണぎ取り標
本（Ϟノリス）を฼ࡐや২生ܠ観ࣸ真とセッ
トで展示しています．
　開館後30年以上が経過しましたが，まだ大
規模な展示ସえは行えていません．ただし，
新たな発見や大きなでき͝とがあった場合に
は，適ٓ，展示を修正・追加しています．新
߭物「千༿石」の発見，東日本大震災，最近
では「チバニアン」に関する展示コーナーを
設置しました（ࣸ真4）．話題や言༿だけが先
行しているきらいのある「チバニアン」につ
いては，ө像資料を制作し，「チバニアン」
とはԿか，Կが重要なのかなどを丁寧にղ説
しているほか，時代境界となった白尾火山փ
層を含Ή地層のണぎ取り標本を展示しまし
た．将来的には，県内の௔子地域からཽڪの
化石が発見されて全身骨格標本を中心に展示
が大きく変わることを期待しています．
　なお，当地質学会が2016年に制定した全国
各県の「県の石」のうちの千༿県の「県の
石」である๪भ石（ڽփ質࠭岩～᛽岩）（岩

๪総൒ౡの地ٿՊֶのཱମඦՊࣄయ
ઍ༿ཱݝ中ԝത෺ؗڭҭීٴ՝　ڮߴ௚थ

博物館で地学を学ぼう！（12）
千葉県立中央博物館

ઍ༿県ཱதԝത෺ؗ
˟260-8682 ઍ༿ࢢ中ԝ۠੨༿ொ955ʵ2
63L：Ittp���XXX.cIiCa-mVse.oS.jp�

NAT63AL�
開ؗ時間：9�00～16�30

info

ਅ2ɹૉ۷Γτϯωϧ（ʮ๪ࣸ：ࠨ
૯ͷ஍ֶʯలࣔࣨೖޱ）
ӈ：ࣸਅ3ɹφ΢Ϛϯκ΢શ਎ࠎ
֨ඪຊ（ʮ๪૯ͷ஍ֶʯలࣔࣨ）

ࣸਅ1ɹઍ༿ཱݝதԝത෺ؗͷ֎؍
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博物館で地学を学ぼう！

ձͷΑ͏͢࡯؍ਅ5ɹ஍࣭ࣸ：ࠨ
（ઍ༿יݝ઒ࢢ）
ӈ：ࣸਅ6ɹαʔΫϧ׆ಈͷΑ͏
࡯؍ڸඍݦੴബยͷภޫؠ�͢
（ത෺ؗݚमࣨ）

ナで対策をਤりながら少しずつ行事を実施で
きるようになってきました．職員にとっても
利用者にとっても待ちに待った状況です．

αʔΫϧ׆ಈ
　前述のような常連の行事参加者の中から，
年に数回の行事では๞き足らず，もっと多く
の学びの機会を得たいという方も数多く出て
きました．そのような方の受け皿として，博
物館サークル活動を実施しており，分野͝と
に現在8つのサークルが活動中で，博物館職
員の指導・助言のもとにಠࣗの活動を行なっ
ています．
［http://www.chiba-NVse.or . jp/www/
NA5URAL/contents/1519661820767/indeY.
htNl］
　地学系では，化石޷きの方を主体とする
「地学同޷会」と岩石・߭物޷きの方を主体
とする「ώスイの会」があります．前者では
化石の࠾集会や他の博物館の化石関係企画展
の見学などを，後者では千༿県の地層中の᛽
の岩石ബยを作成してภ光ݦ微ڸ観࡯を行
い，᛽の供څ源を୳ろうという活動を行なっ
ているほか（ࣸ真6），会員がそれͧれ国内外
にཱྀ行等にෝいた際に࠾取してきた岩石サン
プルなどを൸露し合ったりと，趣ຯと実益を
݉ねてָしく岩石を学んでいます．
　こちらもコロナՒによりしばらく活動をٳ
止せ͟るを得ませんでしたが，同様にウィズ
コロナで対策をとりながら少しずつ活動を再
開させているところです．

ྉσʔλϕʔεࢿ
　博物館は，資料を収集し，後世まで࢒るよ
うに整理・保ଘを行うことが，第一の使命で
す．当館では，千༿県及び周辺地域の資料が
中心ではありますが，千༿県とは直接に関係
はなくとも，利用者の様々なニーズに応える
ために，博物館として所ଂしておくべき基ૅ
的資料なども収集しています．
　資料は研究職員が研究のためにࣗら࠾集し
たものが基本ですが，それ以外に，館外の研
究者やアマチュア収集Ոなどからのコレクシ
ョンのدଃも重要な位置を઎めています．
　収集した資料の情報はデータベースにొ録
され，一部は館のウェブページで公開してい
ます［http://search.chiba-NVse.or.jp/DB/］．千
༿県に複数ある県立博物館共通のデータベー

石），千༿石（߭物），木下層の֋化石（化
石）も常設展示しています．特に，千༿石は
2011年に発表されたシリカを主成分とし内部
にΨス分子を含Ή特௃的な新߭物で，他に展
示されている施設は数少ないとࢥいますの
で，ぜひ͝ཡいただきたいところです．
　これらの常設展示のほか，期間限定のテー
マ展示を年間3回程度開催しており，1つが予
算規模の大きい特別展または企画展，他は予
算規模の小さい季અ展（य़の展示，秋の展示
などとݺͿもの）です．これらのテーマ展示
では，千༿県にこだわらないものも開催しま
す．ちなみに，令和4年度には地学系のテー
マ展示はありませんが，令和5年度にはチバ
ニアン期の化石を中心とした特別展が予定さ
れています．

会ͷॆ࣮࡯؍ɾ࠲ߨ
　当館の展示以外の活動としては，一般向け
の講࠲や観࡯会などの教育ී及活動に力を入
れています．博物館での展示は，あくまで現
地へい͟なうための予習用Ψイドブックであ
るというスタンスです．当館には，研究系職
員が50名ほど在籍し，ࣗ分の専門分野に関わ
る室内の実験系の講࠲や野外における観࡯会
を，各人が年間2～3回ずつ実施しています．
すると，館全体としては，年間100～150回も
の講࠲・観࡯会行事が開かれることになりま
す．ຖि末にはԿがしかの行事があるという
計算になります．様々な分野の行事に参加す
る方もおられますが，特定の分野に興ຯを࣋
ち，常連となる方が多く見られます．
　地学系ではやはり現地の地形や地質・岩
石・化石などを観࡯する行事が人ؾで（ࣸ真
5），常連の方を意ࣝしてຖ年観࡯場所を変え
るようにしています．千༿県内が中心です
が，周辺の他県を訪ねる場合もあります．千
༿県で使用されている石ࡐ（ಢ木県の大谷
石・Ѷ野石，ҏ౾半島のҏ౾石など）の原産
地を訪ねる観࡯会をシリーズで開催中で，こ
の石ࡐシリーズは，その後テーマ展示にまで
発展しました．お子さんにはやはり化石࠾集
が人ؾです．ຖ回，定員をはるかに超える申
込みがあります．ただし，千༿県では化石を
ࣗ由に࠾集できる場所がだいͿ減ってきてお
り，担当者の場所選定の೰みがਚきません．
　コロナՒでここ2年ほど，このような行事
の開催ができないでいましたが，ウィズコロ

スとなっており，分野͝とに細分されていま
す．地学系では「岩石・߭物」，「ݹ生物」，
「地学ܠ観ࣸ真」の3つのデータベースがあり
ます．「岩石・߭物」データベースでは，岩石
の標本のࣸ真のほか，岩石ബยのภ光ݦ微ڸ
ࣸ真をなるべくఴ付するようにしています．
　このような基ૅ的資料データベースのほ
か，特定のテーマにԊってղ説も加えて資料
情報をまとめた「デジタルミュージアム」も
公開しており，少しずつテーマを増やしてい
るところです．「下総台地と周辺の֋化石」，
「๪総ジオπアー（௔子・ሯ風ϲ浦・۝े۝
里編，上総ٰྕ編）」，「ۭから見た千༿県」，
「千༿県のୌ―所在と成Ҽ」，「山の科学画・
全展示ਤ録（ޒඦ୔ஐ也氏作品）」などを掲
載しています．

ത෺ؗͷޙࠓ
　当館は研究員（いわゆる学ܳ員）の数が多
いことが特௃です．全体で48名，そのうちࣗ
વ系が39名，人文系が9名と現在はࣗવ系が
主体となっています．ࣗવ系のうち地学系は
10名です．スタッフが多いことで，各人は専
門性を深く୳究することが可能となっていま
す．また，県民の方からの様々な質問・問合
せにも対応できます．特に生物・地学関係で
は標本同定依頼が多く，対象の研究分野の研
究員が対応してそれらのニーズに応えていま
す．
　開館後すでに30年以上が経過し，開館時の
スタッフが定年をܴえる時期で，世代交代が
進んでいるところです．引き継ぐべきところ
は引き継ぎ，さらに若い感性・ࢹ点で新しい
活動を行い，博物館のັ力を加えていってほ
しいとࢥいます．

ࣸਅ�ɹ৽ઃͷνόχΞϯίʔφʔ（ʮ๪૯ͷ
஍ֶʯలࣔࣨ）
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2023年度Ұൠࣾஂ๏ਓ೔ຊ஍࣭学会ڀݚ঑ྭۚ
ืूཁ項

1．趣旨
　一般社団法人日本地質学会は，学術の発展と社会への貢献を
目的として活動しており，その事業の一つとして，今後の活༂
が期待される若手研究者へ研究奨励金（以下，奨励金）を支څ
します．

2．応募資格
（1）日本地質学会の正会員で，2023年4月1日時点で32ࡀ未ຬの者
（2）野外調査を中֩とした研究を行っている者
（3）�同じ研究テーマで他から助成を受けていない（受ける予定

がない）者
（4）学生・大学院生の場合は，指導教員の了ղを得ている者

3．奨励金の支ֹڅと࠾択件数
（1）1件：20万円以内
（2）件数：5件程度

4．募集期間
　2023年1月1日～2023年2月28日

5．助成期間
　1年または2年（2023年4月～2024年3月31日または2023年4月
～2025年3月31日）
　˞支څは2023年4月下०を予定しています．

6．対象となる費用
　野外調査・研究に直接必要な経費（ཱྀ費，॓ധ費，消໣品費，
調査補助員ޏ用費，学会参加費，雑費，レンタカー代，有料ಓ
࿏代，通信・運ൖ費等）
˞�本奨励金に使用できるかどうかの判断が೉しい費用項目につ
いては学会事務局までお問い合わせ下さい（学会ウェブサイ
トのFA2でもਵ時お知らせしていきます）．
˞�申請者が所属する機関・組織の間接経費（事務経費・一般؅
理費）は本奨励金の対象外とさせておりますので，必要に応
じて所属機関での手続きをおئいします．

7．応募手続き
　日本地質学会のウェブサイト（研究奨励金）より申請様式を
ダウンロードして下さい．
　URL：http://www.geosociety.jp/
　申請書は，下記学会事務局に༣送するかまたはPDFにして電
子メールでお送りください．締め切りは2月28日（火）必着で
す．
˞�༣送の場合，「奨励金申請書在中」と明記して下さい．また，
提出書類はฦ٫கしません．
˞�提出書類および個人の情報は本奨励金選考目的以外には使用
கしません．

8．選考
　研究奨励金選考委員会でのݫ正な審査の上，対象者を決定க
します．結果は４月中०～下०に学会ウェブサイトにて公表し，
対象者には別్，通知します．なお，選考の内容に関するお問
い合わせには応じかねます．

9．奨励金の中止およびฦ金
　次のいずれかに֘当する事実が判明した際は，奨励金のฦ金
を求めることがあります．
（1）�同じ研究テーマで他から助成を受けていることが判明した

場合
（2）申請内容にِڏがあった場合
（3）会費の଺ೲがあった場合
（4）�その他，ඃ支څ者として;さわしくないと理事会に判断さ

れた場合
˞�なお，他の助成金の࠾択などで本奨励金をࣙ退する場合は，
଎やかに学会事務局へ͝連絡下さい，また，طに入金済の場
合は，ฦ金をおئいします．
˞�奨励金の助成期間が２年の場合で，２年目に同テーマで科研
費等の他の助成金が࠾択され，それを受ける場合は，奨励金
の２年目分はฦ金をおئいします．

10．その他
（1）�本奨励金の使用期間が終了した後に，成果報告書および会

計報告書を͝提出頂きます．大学などの所属機関で会計報
告書を作成される場合には，それを流用することも可能で
す．締め切りは１年期限の場合は2024年5月1日，２年期限

2023 年度一般社団法人日本地質学会
研究奨励金　募集

募集締切：2023 年 2 月 28 日（火）必着

एख໺֎஍࣭͚޲ऀڀݚにڀݚ঑ྭۚΛڅࢧしま͢ʂ
　日本地質学会では若手育成事業の一環として，野外調査をベースに研究を行う32ࡀ未ຬの若手会員を対象とした研究奨励
金制度を新たに設けました．その第1回目となる2023年度研究奨励金の募集を開始いたします．支ֹڅは最大20万円で࠾択
数は̑件程度です．応募期間は2023年1月1日～2月28日で，4月に支څを予定しています．詳細は，下記の奨励金規໿・募集
要項・申請様式を͝ཡ下さい（申請書式は，http://geosociety.jp/oVtline/content0242.htNlよりダウンロードして下さい）．
少しでも若手研究者の支援にܨがれば幸いです．֘当する方はฃって͝応募下さい．
　なお本研究奨励金制度を含Ή日本地質学会の若手育成事業は，竹内ܓ史会員からの若手野外地質学者育成のためのد付金
を原資として運用しています．

研究奨励金選考委員会
委員長　内野隆之
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の場合は2025年5月1日とします．報告書の様式は学会ウェ
ブサイトに掲載しています．

（2）�領収書については，各ࣗ，̑年間の保؅をおئいします
（మಓ・バスについては不要）．

（3）�研究成果の概要について，日本地質学会News誌等への投
稿をおئいすることがあります．

11．提出先・問い合わせ先
　一般社団法人日本地質学会　事務局
　˟101-0032 東京都千代田区岩本町2-8-15井ܻビル6F
　電話：03-5823-1150，FAX：03-5823-1156
　e-Nail：Nain!geosociety.jp

以上

Ұൠࣾஂ๏ਓ೔ຊ஍࣭学会 ڀݚ঑ྭۚنଇ

（目的）
第１条　本規則は，若手野外地質学者育成を目的とした日本地
質学会研究奨励金（以下，奨励金という）について定めるもの
である．
（支څ対象）
第２条　奨励金を受けることができるのは，募集年の4月1日に
おいてຬ32࠽未ຬでかつ野外調査を中֩とする研究を行う正会
員とする．ただし，他の助成金制度等によりطに助成を受けて
いる，あるいは受ける予定の研究テーマは奨励金の対象外とす
る．同一会員による複数回の申請は妨げないが，支څを受けた
場合，支څが終了したཌ年度の申請はできない．
（金ֹ，件数，期間および使్）
第３条　奨励金の支ֹڅは1件20万円以内とし，年5件程度まで
とする．
２　奨励金の使用期間は，支څ日から2年以内とし，申請者が
申請ஈ階で設定する．
３　奨励金の使్は，ඃ支څ者が実施する野外調査に係るཱྀ
費・॓ധ費および関連する消໣品費・調査補助員ޏ用費・雑費
等とし，承認された研究テーマにԊったものに限る．なお，所
属機関の間接経費・一般؅理費は対象外とする．
（募集）
第４条　奨励金は公募とし，公募要領および申請書様式を日本
地質学会News誌，学会ウェブサイト，学会SNS等を通じて会
員に告示する．

（申請）
第̑条　奨励金を受けようとする者は，所定の様式の申請書を
学会へ提出する．申請者が学生の場合は，指導教員による申請
書内容の確認を必要とする．
（研究奨励金選考委員会）
第̒条　支څ対象者の選考は，研究奨励金選考委員会（以下，
選考委員会という）が行う．
２　選考委員会は，執行理事会が推薦し理事会が選出する5名
程度の委員で構成される．委員長は委員のޓ選による．
３　選考委員会委員と申請者との関係が深い（਌଒，共同研究
者，研究指導者等）と判断される場合は，一般社団法人日本地
質学会利益相反防止規則に基づき，当֘委員は֘当する件の選
考に関与しないこととする．それにより減数した委員の補ॆは
行わない．
（支څ対象者の決定）
第̓条　理事会は，選考委員会から推薦された支څ対象者につ
いて，支څの可否および支ֹڅについて審議・決定する．
２　学会は，理事会が支څを決定した者に，支ֹڅを含Ή結果
を通知し，支څ申請書および੤໿書の提出を求める．
（研究奨励金の支څ）
第̔条　学会は，支څ対象者から支څ申請書および੤໿書が提
出された後，決定された金ֹを所要の手続きを終え次第，଎や
かに支څする．
（ඃ支څ者の義務）
第̕条　決定された奨励金をࣙ退する場合は，ඃ支څ者は଎や
かに学会へ連絡し，طに入金されている場合はฦ金する．なお，
ࣙ退した場合でも，支څ決定のཌ年度の申請はできない．
２　ඃ支څ者は，奨励金の使用期間が終了した後，指定された
期日までに会計報告をする．
３　ඃ支څ者は，使用期間中に研究を中止せ͟るを得なくなっ
た場合も含め，受څした奨励金に余৒が発生した場合は，会計
報告前に଎やかに学会へฦ金する．
（成果報告）
第10条　ඃ支څ者は，奨励金の使用期間が終了した後，指定さ
れた期日までに研究成果報告書を提出する．
（受څ資格のࣦ効）
第11条　ඃ支څ者が，同じ研究テーマで他から助成等を受けて
いることが後に判明した場合や，その他重大な問題を有してい
ると理事会が判断した場合は，ඃ支څ者は受څ資格をࣦ効し，
奨励金の全ֹを学会にฦ金しなければならない．
（改廃）
第12条　本規則の改廃は，理事会の議決による．
ෟ則
この規則は2022年9月10日から施行する．
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͸͡Ίʹ
　この度はࡤ山雅則賞というӫ誉ある賞をいただき大変ありが
とう͟͝います．これも学生時代の指導教׭の嶋本利彦先生，
ย山Ү夫先生，ポスドク時代のԸ師のGreg�Hirth先生，5erry�
5Vllis先生，JAMS5EC高知コア研時代の上司のኍ瀬ৎ洋所長
の͝指導のおかげだとࢥいます．また，数多くの優秀で個性的
な先ഐ後ഐ同྅にもܙまれ，൴൴女らとの日々の議論や共同研
究により多くのことを学ばせていただいています．この場を借
りて深くお礼申し上げます．誠にありがとう͟͝いました．そ
して今後もよろしくおねがいいたします．
　まず，ࢲの研究略歴について紹介しようとࢥいます．ࢲはଔ
論修論では当時広島大学教तであった嶋本利彦先生の研究室に
所属し，北海ಓຈԆの堆積岩のಁ水性とその変形の及ぼす影響
について研究しました．学部3年生までは大学の݋ಓ部の活動
以外特にԿもしていなかったので，ଔ論くらいはݫしい（とӟ
の）先生についてԿかしようとࢥったのが研究室を選んだ理由
でした．研究テーマに合わせて実験૷置を改良して新しい研究
するというスタイルはࣗ分にはとてもあっていたようで非常に
幸運でした．当時の嶋本研にはたくさんの外国人研究者が実験
をするために଺在しており，日本だけでなく世界中に散らばる
嶋本研関係者と知り合いになることもでき，先ഐや後ഐからア
ドバイスを聞きながらࣗ分流でࣗ由に研究させてもらえてとて
もָしかったです．
　嶋本さんはࢲが修士をଔ業すると同時に退׭する予定でし
た．ࣗ分も研究者になるとはࢥっておらず修士2年の秋までは
地元にؼって高校の先生になるつもりでした．ただ，研究を進
めるにつれて地球のより深部の変形に興ຯを࣋つようになり，
当時同じ研究グループだったย山さんの研究室で博士課程を過
͝すことに決めました．博士課程に進学するか೰Ή人も多いと
の場合は，「博士取った後に高校の先生になっࢲ，いますがࢥ
てもいいか，，，」とࢥっていたので実はそれほど೰まずに୭に
も相ஊせず博士課程進学を決めてしまいました．ย山さんは非
常にアイデアあ;れる研究者で，ย山さんからはさま͟まな地
球科学的な観測事実からアイデアを導き出しその検ূのために
実験や分ੳをするという研究者として本質的で重要な࢟੎を学
びました．
　学位取得後はアメリカのブラウン大学のGreg�Hirth教तと
5erry�5Vllis教तのもとでいわゆる୤水੬性化に伴う地震性す
べりを実験室で再現することを試みました．当ॳは1年だけの
଺在の予定でしたが，幸運なことに྆教तの研究費でその後も
っていただきことができて合計໿4年間ブラウン大学で働くޏ
ことができました．ブラウン大学にも世界中から実験をおこな
うために学生やポスドクが入れସわり立ちସわり来ており，༑
人が増えてとてもָしいຖ日を過͝すことができました．特に，
Gregからは嶋本さんから学んだ技とย山さんから学んだアイ
デアの重要性に加えて，アイデアを検ূするために࣋てる知ࣝ
を総動員して考える重要性を教えていただきました．
　幸いにJAMS5ECの高知コア研究所で研究員の職を得てから
は，ICDPオマーン掘削計画などの掘削プロジェクトにも関わ

らせていただきました．今
までに経験したことのなか
った大੎の研究者との共同
研究をおこなう中で，所長
のኍ瀬さんから常にԺやか
であれという研究者として
の࢟੎を学べました．また，
コア研メンバーとの日々の
雑ஊが非常にָしくॆ実し
たຖ日でした．広島大学へ
໭ってからも学生を含Ή共同研究者とָしく研究をおこなって
います．
　学部時代から現在までの研究テーマを一言で表すなら「岩石
の反応・変形と流体移動から௜み込み帯ダイナミクスと物質循
環を୳る」と言えるとࢥいます．ࢲたちのॅんでいる日本はま
さに複数の௜み込み帯の上に位置していますし，௜み込み帯は
地球上で最もアクティブな場所の一つだと考えています．特に，
௜み込み帯におけるプレートの௜み込み（nN/s），スロー地震
（NN/s）から地震（N/s）までの変形଎度が10ܻ近くに及Ϳ多
様な変形と地球表層から地球中心まで連続的に起こっている変
成反応による岩石の物性の変化との関連について興ຯを࣋って
研究をしています．いくつかの研究例について紹介しようとࢥ
います．

ม੒ؠͷม੒൓Ԡͱ௜ΈࠐΈଳͷϨΦϩδʔ
　௜み込Ήスラブ内で発生しているやや深発地震の発生ස度，
震源分布には௜み込み帯͝との地域性が確認されています．例
えば，ྫྷたい௜み込み帯である東北日本ではスラブ中の海洋地
֪内とマントル内に相当する部分で発生し，ೋ重深発地震面を
形成しています．一方で，ஆかい௜み込み帯である西南日本で
は震源は主にϞホ面もしくはそれ以深のマントルに集中し，地
震面は一重のみです．このスラブ内地震の地域性は，各௜み込
み帯のスラブ内で起こっている変成反応の違いに起Ҽするとい
う説があります（,ita�et�al.,�2006��Abers�et�al.,�2013�など）．特
に，海洋地֪を構成するݰ෢岩質の岩石は௜み込み時のP5パ
スの違いによって྘৭ย岩だったり੨৭ย岩だったり多様な変
成作用をඃり多様な変成߭物を含みます．ྫྷたい௜み込み帯の
海洋地֪中にのみଘ在すると考えられる低温高ѹで安定な含水
߭物であるローソナイトの୤水反応がೋ重深発地震面の上面で
起こっている地震とີ接に関わっている可能性が指ఠされてい
ました．
たちはこの仮説を検ূするため，ローソナイトと比ֱ検ূࢲ　
物質としてアンチゴライトऄ໲石（スロー地震を引き起こす可
能性のある物質）を，Griggs型ݻ体ѹ試験機を用いて高ѹ下
（～ 1�GPa）で変形させました．実験では変形中に温度を上ঢ
させることによって୤水反応を促進させ，୤水時のローソナイ
トの力学挙動とサンプル中の微小なഁյによって励起されるア
コースティックエミッション（AE）の発生ස度を同時観測し
ました．その結果，ऄ໲石は୤水反応に伴い応力が減少するも

地ٿ内部Ͱお͜Δଟ༷ͳม形ͱ෺質॥؀のཧղΛ໨ͯ͠ࢦ
日本地質ֶ会ࢁࡤխଇ৆

Ԭ⃻࢙ܒ（޿ౡେֶେֶӃઌਐཧܥ޻ՊֶڀݚՊ）

東ژ・ૣҴాେ会ɿ
2�22年ड৆ه೦講演

2022年度日本地質学会各賞の受賞記೦講演・スピーチ（2022年9月4日　於早
稲田大学14号館�201教室）の内容をもとに各講演者のօ様に原稿を͝執筆い
ただきました．
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のの地震性すべりもAEも観測されなかったのに対し，ローソ
ナイトは୤水反応が進Ήに従いAEを伴いながら応力が急ܹに
減少し地震性すべりを引き起こすことを明らかにしました．こ
れは，ローソナイトのଘ在とその୤水反応が東北日本などྫྷた
い௜み込み帯においてೋ重深発地震面の上面を形成していると
いう仮説を支࣋します．
　ऄ໲石の実験では応力降下の଎さが非時間依ଘスケール（温
度上ঢ଎度/࿪み଎度）に支配されることがわかりました．ఱ
વにおいてもこのスケールの違いがऄ໲岩断層中で様々なすべ
り挙動（例えば地震，スロー地震，クリープなど；下記に関連）
を引き起こしているのかもしれません．また，南海トラフに௜
み込んでいると考えられる྘৭ย岩などのԘ基性ย岩の高温高
ѹ下における変形実験もおこないました．変形実験により，Ԙ
基性ย岩は変成反応の進行とともに強度が上ঢすることがわか
りました．これは低ຎࡲ係数を示す߭物である྘ట石の量が変
成反応の進行とともに減少することが原Ҽと考えられます．含
水マントル物質であるऄ໲岩と比ֱすると，௜み込みに伴う変
成反応の進行とともにԘ基性ย岩などで構成される௜み込Ή海
洋地֪の強度は，ऄ໲岩の強度をマントルウェッジに相当する
深さで超えるようになります．これはマントルウェッジ周辺に
おいて，プレート境界に相当する変形集中帯が海洋プレート内
からマントルウェッジ内にスイッチする可能性があることを意
ຯしています．このようなプレート構成物質の྘৭ย岩・੨৭
ย岩とマントルウェッジを構成するऄ໲岩・カンラン岩の相対
強度の変化と変成岩の上ঢのタイミングとの関連なども個人的
には非常に興ຯ深い研究テーマです．
　また，最近の研究では試料中の水の量を変化させて高温高ѹ
下において岩石を変形させることにより，岩石の強度に対する
水の量（水/岩石比）と水のѹ力（間ܺ水ѹ）の効果をಠ立で
見極め，それͧれを定式化することも成ޭしました．この研究
からは௜み込み帯で通常考えられている間ܺ水ѹの不ۉ一性よ
りも，間ܺ水の量の不ۉ一性の方が௜み込み帯におけるすべり
挙動の多様性をもたらしている可能性が高いことを明らかにす
ることができました．地震観測から得られる地球内部の水の情
報は本質的には水のѹ力ではなく水の量です．また，೤力学的
計算などから変成岩の߭物中の含水量および反応による୤水量
は計算可能です．本研究が地球内部の変形現象を語る上で地質
学的・地震学的研究のղऍの一助になるのではないかとࢥって
います．

ऄ໲ؠͷ೤ਫ৚݅ԼͰͷຎࡲಛੑͱεϩʔεςΟοΫεϦοϓ
ͷεέʔϦンά
　スロー地震は通常の地震とは異なる継続時間と地震Ϟーメン
トのスケーリングをもつことが知られています�（Ide�et�al.,�
点からスロー地震発生メカニズࢹたちは物質科学的ࢲ．（2007
ムとそのスケーリングについて研究するために，西南日本のス
ロー地震発生域の環境を再現した೤水条件下（温度：～650ˆ，
変形଎度：0.01～10�N/sおよび間ܺ流体ѹ：0～200MPa）で
ऄ໲岩のຎࡲ実験をおこないました．ऄ໲岩は୤水条件（本研
究のѹ力条件では500ˆ）よりも低温からႩ断変形に伴いႩ断
集中域に局所的に୤水反応が起こることが明らかにされていま
したが，このႩ断に伴う୤水により生じる不ۉ一な構଄が，通
常のスティックスリップ（実験室で起こすことのできる模ٖ地
震現象）よりも継続時間の長く応力降下量の小さなスローステ

ィックスリップを引き起こすことが分かりました．この実験で
は上記研究で用いたGriggs型の高温高ѹ変形実験૷置に比べ
て，૷置の応౴性が非常に良くかつ応力測定も比ֱ的高ਫ਼度で
おこなえるΨスѹ式の高温高ѹ岩石変形૷置を用いて実験をお
こないました．そのため，温度と変形଎度の変化における׈り
挙動の変化がよく観測されました．この一連の実験においても，
やはり׈り挙動（安定׈り/スロースティックスリップ/ී通の
スティックスリップ）が非時間依ଘスケール（温度上ঢ଎度/
࿪み଎度）により変化することがわかりました．本研究で確認
されたスロースティックスリップにもఱવのスロー地震のスケ
ーリング則が適用できることから，スロー地震がマントルウェ
ッジにଘ在するऄ໲岩Ⴉ断帯中の局所的な୤水によって引き起
こされると考えられます．以上のような断層ຎࡲすべりの際に
はR1面とݺばれるような特௃的な断層組織が形成され，このよ
うな断層組織の形成が断層帯中の流体移動の異方性を生じさ
せ，断層中の流体移動に大きな制໿を与えていることがわかり
ました．このような変形による流体移動の様式変化は，地震活
動のみならず௜み込み帯深部の流体移動，ひいては西南日本と
東北日本の火山活動の活発さの違いなどにもつながっているの
かもしれません．

ଓ੒࡞༻ʹΑΔଯੵؠͷ݁ݻ度ͷมԽͱۭܺߏ଄ŋྲྀମҠಈͷ
༷ࣜͷมԽ
෢岩やかんらん岩だけでなく，堆積岩も深部へຒ຅するにݰ　
つれて続成作用と等方的ŋ異方的変形によりその物性をࠁ々と
変化させています．ࢲたちは岩石のಁ水係数だけでなく間ܺ構
଄の複雑さをあらわすزԿ定数に注目し，岩石中の構଄の複雑
さを定量化することによって岩石中の流体の通りಓ（ཻ間か亀
྾か）を見いだす新しい方法を提এしました．ݻ結度が高く，
低ѹ下ではクラック，高ѹ下ではཻ間が水みちになっているよ
うな2種類の構଄をもつ岩石の場合，ѹີに伴ってزԿ定数が
数ेഒから数ඦഒ変化します．一方で，ݻ結度が低く一種類の
ۭܺだけが水みちになっているような軟堆積岩のزԿ定数はѹ
ີをさせてもほとんど変化しません．以上の結果より，ݻ結度
の低い軟堆積岩のほうが変形の影響を受けにくくಁ水性が大き
く変化しないということをزԿ定数の変化を用いることによっ
て定量的に評価することができました．続成作用やѹີに伴う
岩石の物理特性の変化は地層の長期安定性を評価するための非
常に重要な要素です．長ڑ཭大深度トンネルの建設，油田の開
発，ೋࢎ化୸素・放射性廃غ物の地層ஷ留など将来において広
大な地下ۭ間を安全かつ効཰的に利用するためにもこのような
研究で得られる基ૅ的なデータの஝積が重要であると考えてい
ます．

͍͞͝ʹ
　今年度から฼校の広島大学へ教員として໭りました．ஆかく
送り出していただいたコア研のみなさんへ感ँすると共に，ஆ
かくܴえてくれた広島大学のみなさんにもたいへん感ँしてお
ります．これからは後進の育成という役割も担うことになると
にとってはなかなかの重責であるとも感じてはいࢲ．いますࢥ
ますが，今回いただいたࡤ山雅則賞を励みに地質学と地質学会
の益々の発展に貢献できるようにਫ਼進していきたいとࢥいま
す．以上の文ষをもって受賞のѫࡰとさせていただければとࢥ
います．
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　౛ར૚の໛ࣜ地とされるೆ౑ࢢ౛རの౛རダϜपลの地૚
は，খ໼部઒上ྲྀに଄ઃされた౛རダϜބ右؛に分෍する．খ
໼部઒はඈଭߴ地（ඪ1000ߴ ～ 2000 m）から੢部の྆നࢁ地

（ඪ2000～1500ߴ m）にܨがる෋ݝࢁ・ੴ઒ڥݝԊいのେ໳ࢁ
をྲྀݯとし౑೾ฏ໺の੢୺部をྲྀれ෋ࢁ࿷に注ぐװ઒ྲྀ࿏Ԇ௕
68 LmのՏ઒である．
　౛ར૚の分෍は໛ࣜ地の౛རダϜބ右؛にある࿐಄通শ「੺
น」からඌࠜԊいにӓ中月௕ੴྲྀ໲ؠと઀ながらଳঢ়・அ続త
にࡾ方ࢁ（1142 m）へとԆび，Ԑϲࢁ（1447.6 m）のๆをғΉ
ように分෍する．一方，ࡾ方ࢁから౦方へもԆびるが৓୺・上
སஅ૚で੾られ不連続となる．ฏから౦へԆびる౛ར૚とᒁݪ
૚との関܎については分෍が連続しないため不明である．
　౛ར૚は下Ґのଠඒࢁ૚܈に不੔合にॏなり，पลのՐؠࢁ
ମにڬ在する།一ඇՐੑࢁの࠭᛽ؠ૚であり，日本ւ֦େによ
り日本ྻౡがେ཮౦ԑから分཭する前の最ऴଯੵؠ૚とい͑
る．この౛ར૚のଯੵ中にӓ中月௕ੴྲྀ໲ؠの෾Րがあり౛ར
૚とަࢦ関܎を示す．ӓ中月௕ੴྲྀ໲ؠの上Ґには日本ւ֦େ
にかかわるւఈՐࢁのؠҴ૚がॏなっている．
　౛ར૚にؚまれる᛽種は，上部の࠭᛽૚においてΦϧιίー
ツΝイト（34�），Ֆቋ（�17.3）ྨؠ，ྲྀ໲（�16.5）ྨؠ，ย
ຑؠ・変੒（�15.6）ྨؠその他ڽփؠ・チϟートなどである．
質はアϧίーζのմঢ়で主に中ཻ࠭，੺ຯをఄしていることج
がಛ௃である．
　౛རダϜބ右؛において，౛ར૚のجఈ部ลはੴӳൗ༷ؠの
を示す᛽がଟく，᛽は最େ15ᶲぐらいで෩化がஶしい．Φ؍֎
ϧιίーツアイト᛽もؚまれるが中～上部૚にൺ΂てඇৗにগ

͸͡Ίʹ
　෋ݝࢁೆ౑ࢢ෱ޫには全ࠃ།一のΦϧιίーツアイト᛽をݪ
ੴとする෱

; く
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み つ

ⅾ
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は い

が੡଄されている．140余年のྺ࢙はあるが，
ⅾഌの੡଄はݱ在数গないوॏな࢈業となっている．
　本ݝೆ੢部のੴ઒ڥݝԊいにあるେ໳ࢁ（ඪ1571.6ߴ m）を
のݪ෱ޫをྲྀれており，઒ࢢとするখ໼部઒が中ྲྀҬೆ౑ྲྀݯ
᛽には上ྲྀの౛རपลに分෍する౛ར૚中のΦϧιίーツアイ
ト᛽がࠞ在する．明（1878）11࣏年に地方࢈業の先ऀۦといわ
れるੴ࡚࿨ળがখ໼部઒のΦϧιίーツΝイト᛽をरい，ਫޱ
要（ਫޱ੨ۄಊ一୅目）とⅾث଄りをはかり，෱Ҫݝԕෑ܊ԕ
ෑଜのᘮᘨ細ࢣ޻にॹకめを੡଄させたことに୺を発し，ഌや
૷਎۩・߳࿍などのⅾث੡଄を始めた．これが෱ޫⅾഌのྺ࢙
の始まりである．明（1881）14࣏年，౦ژで開࠵された第2回
٭ത覧会に出඼してژ年の੢（1882）15࣏業ത覧会や明ק内ࠃ
ޫをཋび，新ฉใಓ等を通͡て全ࠃに෱ޫⅾثのଘ在が知られ
たྺ࢙がある．
　఻౷తな෱ޫⅾഌではあるが，ۙ年はେ཮ݯىで先カンϒリ
アݯىلのΦϧιίーツΝイトのⅾഌとしてධՁされてきた．
　౛ར૚のΦϧιίーツΝイトについては，෋ݝࢁଠඒࢁࢁ地
の地質（֓ใ）（ਢ౻，1979）が発表されて以降，地元地学関
にとって新たな認ࣝをಘて地Ҭにおいて෱ޫⅾഌに関するऀ܎
関৺をߴめられた．
　手औ૚܈中のΦϧιίーツΝイトについては，,-AS年୅778 
.a，555-475 .a（SIiCata，1979）がଌఆされている．この年୅は

「後എ地の何らかの事変の時୅」を示すものではあるがΦϧιίー
ツΝイトのੜ੒過ఔにおける一時期を示すものと͑ߟられる．
　今回，෱ޫⅾഌのݪੴである౛ར૚中のΦϧιίーツΝイト
にؚまれるݜӢ฼の,-AS年୅のଌఆを行い，ݪੴのੜ੒年୅
をਪఆするとともに，౛ར૚中のΦϧιίーツアイト᛽が手औ
૚܈の再৯᛽かどうかのੋඇや後എ地をਪఆする手がかりにな
らいかをݕ౼したい．
　なお，本ߘが౛ར૚とする地૚名は地質ௐࠪॴ20ສ分の1地質
ਤ෯「金୔」1999発行の地૚名を࢖用した．この地૚名は෋ݝࢁ
ଠඒࢁ地の地質（֓ใ）（ਢ౻，1979）で発表されている౛ར᛽
૚（Ծশ）とӓ中月௕ੴؠ૚（Ծশ）に૬当する．後に౛ར᛽ؠ
ྲྀ໲ؠ（Ծশ）の྆૚がަࢦ関܎にあることから྆૚を合わせて
౛ར૚と改শされた名শ（أ୔，1983）は࢖用していない．

1．刀利層およびその周辺の地形・地質の概要
　Φϧιίーツアイト᛽をؚΉ౛ར૚は第لࡾ઴新ੈ～中新
ੈ，23.a（େా・金子΄か，2019）以前のଯੵ૚で，पลに
は下Ґのଠඒࢁ૚܈，上Ґのӓ中月௕ੴྲྀ໲ؠ（ಉ૚とަࢦ関
．Ҵ૚が分෍するؠ，（܎

正会員　౔ੜډɹ߂

෋ࢁ県の第ܥࡾ౛ར૚ʹؚ·ΕΔオϧιコーπΝイトதのݜӢ฼の,�"S
年୅ଌఆ݁Ռの঺հʙオϧιコーπΝイトΛ原石ͱ͢Δ෱ޫⅾഌʙ

ਤɽ%JTUSJCVUJPO� PG� UIF�5PSJ�'PSNBUJPO� BOE� TVSSPVOEJOH�
HFPMPHZ��3FGFS� UP� UIF�1�200
000�HFPMPHJDBM�NBQ�ʠLBOB[BXBʡ�
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ބΒɼࣸਅ1ɽ౛རμϜ͔ࠨ
ӈ؛ͷ࿐಄ʠ੺นʡɽࣸਅ2ɽ
౛ར૚にݟΒΕΔࣼަ༿ཧɽ
ࣸਅدࠨΓͷԼ෦にݟΒΕΔ
ϋϯϚʔͷѲΓ͸௕͞໿
30DN͋Δ
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り，グリータフとして知られている．ؠ૬はݰ෢ؠ質҆ڽؠࢁփ
֯᛽ؠ，ಉ質ڽփݰ，ؠ෢ؠ質҆ؠ༹ؠࢁなどからなり，変質が
ஶしくؠ૬変化に෋Ή．पลにおける૚ްは໿1000 ̼である．
　ダϜބ右؛にあるトンネϧのೆではݰ෢ؠ質҆֯ؠࢁ᛽ڽփ
中にӓ中月௕ੴྲྀؠられ，ಉݟ૬がؠ質に変化するؠがྲྀ໲ؠ
໲ؠのؠմが認められた．ӓ中月௕ੴྲྀ໲ؠとのڥք部と͑ߟ
られる．また，ダϜ؛ࠨބではபঢ়અ理がஶしく発達しており，
これよりೆ下すると，ڽփؠ࠭，ؠ，ӓ中月௕ੴྲྀ໲ؠ（༹݁
にڞと؛は認められないが右ؠられ，᛽ݟմ等がؠの（ؠփڽ
．られる͑ߟఈ部とج

2．年代測定に至るまでの経緯
（1）෱ޫⅾഌͷݪੴにؔ͢Δ஍Ҭຽͷڵຯؔ৺　地元෱ޫでは
෱ޫⅾഌのݪੴをかつてଏশ「かͶいし」とݺび，௕年にわた
りⅾثのみならずझຯのੴूめやେ᛽のؙい௮෺ੴ，ଃり෺な
どに࢖用され日ৗతに関৺はߴかった．චऀも地元ॅຽで子ڙ
のࠒから自୐付ۙにੵࢁみされたかͶいしにڵຯを๊き，໺֎
にどうしてこんなにؙいかͶࢁでもない౛རのݪ会ではՏ࡯؍
いしがあるのか引཰の先ੜにਘͶた記Աがある．
૚ྦྷݪ౛ར૚はैདྷᒁ　ڀͷ௥ݯڅڙੴʮ͔Ͷ͍しʯͷݪ（2）
とされ，ΦϧιίーツΝイトはチϟートと͑ߟられていた（෋
び5ᤈ分の1地質ٴॴ，1957ڀݚ地質ਤઆ明書中部日本߭業ݝࢁ
ਤ෯આ明書৓୺地質ௐࠪॴ，1964）．このࠒ，෱ޫⅾഌのݪੴ
かͶいしのؠੴ名はチϟートであり，チϟート᛽のݯڅڙに関
৺をもち୳していた．ݎ࿚で円ຏされた᛽（細᛽～େ᛽）であ
ることから，ݯڅڙからのڑ཭や円ຏされるڥ؀等をྀߟして
ཱྀ行でも୳ࡧをॏͶ，各地をௐ΂たがಉ質とみられるチϟート
の࿐಄はݟ当たらなかった．
　その後，෋ݝࢁ地質ਤઆ明書（෋1970，ݝࢁ）でᒁྦྷݪ૚の今
ੜ௡᛽ؠに関する部૚આ明の中でঙ઒以੢では᛽૚は૿͑てチϟ
ートの円᛽（手औ૚܈からの再৯᛽）がଟくなるとされており，
ᒁݪ૚のチϟート᛽は再৯᛽と͑ߟられていることを知った．し
かし，ᒁݪ૚の౦部では手औ૚܈と઀しているからそのೋ次తଯ
ੵ෺の可ೳੑを൱ఆしないが，੢部の౛རपลには手औ૚܈は分
෍していないので再৯᛽とするチϟートのݯڅڙにٙ問が࢒った．
（3）౛རͷ஍࣭に৽たͳల։　෋ݝࢁଠඒࢁ地の地質（֓ใ）
（ਢ౻，1979）は，ैདྷᒁݪ૚としていた౛རपลのᒁݪ૚を
౛ར᛽ؠ૚（Ծশ）とӓ中月௕ੴྲྀ໲ؠ（Ծশ）とし，෋ࢢࢁ
ᒁݪを໛ࣜ地とするᒁݪ૚（௡ా・ઍ地，1950）と۠別した．
前ऀにؚまれる主な᛽はチϟートではなくΦϧιίーツΝイト
とされたことが౛རの地質に関する͑ߟ方にେきなিܸを༩͑
た．ΦϧιίーツΝイトはଯੵؠでSi02が90 ～ 95ˋ以上の࠭
ݯىて日本ྻౡ以֎のେ཮͑ߟであることは，その੒Ҽからؠ
であることになる．さらにその᛽のݯڅڙはアδアେ཮に求め
られなけれ͹ならない（ࢁ上΄か，2003）と͑ߟられている．
෱ޫⅾഌのݪੴΦϧιίーツΝイトのݯڅڙは日本ྻౡにはଘ
在しないことを確৴し，かͶいしのݯ୳しはນをด͡る．
　しかし，ΦϧιίーツΝイト᛽のݯڅڙに関してΦϧιίー
ツΝイトはݱ在本地Ҭपลに分෍がないが，手औ૚܈の᛽ؠ中
にଟྔにؚまれることから，本૚の᛽はこれに由དྷするもので
あΖう（ਢ౻，1979）とされ再৯᛽の͑ߟにはかわりはない．
　一方，ैདྷᒁݪ૚の౦部は手औ૚܈と઀৮していることから
再৯᛽の可ೳੑはあると͑ߟていたが，ۙ年，不੔合・அ૚で
઀している්ٱਢ઒ྲྀҬのᒁݪ૚にはΦϧιίーツΝイト᛽は
されている．再৯᛽のੋඇࠂされない（ദ໦，2012）とใ࡯؍
についてࠞಱとしてきた．
（�）౛ར૚ٴͼखऔ૚܈にؚまΕΔΦϧιίʔπΝΠτͷ
,�"Sଌ定年୅͔Β࠶৯᛽ͷݕ౼　手औ૚܈にؚまれるΦϧι
ίーツΝイト᛽の,-AS年୅ଌఆ஋は，手औ૚܈ੴపനѥ૚܈
，出の᛽で475-555 .a（SIiCata࢈܈ѥ૚ؠ出の᛽で778 .a，੺࢈
1979）とଌఆされている．これらσータは手औ૚܈のそれぞれ

ない．ج質は౫ଡ不ྑのੴӳ࠭で૚ްは໿20̼である．この上
にմঢ়のアϧίーζ࠭ؠ（中～ૈཻ）やփ৭シϧト・細かくࡅ
けるࠇ৭టؠがॏなり૚ް25mを௒͑る．౛ར૚の中上部はج
質が੺ຯをଳびているが，これらの下部૚はനຯをଳびたج質
である．中部から上部にかけては主にΦϧιίーツアイトٴび
Ֆቋྨؠのখ～中᛽の᛽૚と࠭ؠがޓ૚し੒૚を示す．࠭ؠは
主に中ཻでۉ質，アϧίーζでմঢ়である．࠭ؠ中には細～খ
᛽をؚΉ࠭᛽૚やレンζঢ়に᛽૚をଟ数ڬΉ．上部૚ではアϧ
ίーζの中～ૈཻ࠭ؠ中にΦϧιίーツアイトの1 ～ 3ᶲେの
円᛽からなるϥϛφをڬ在している．このようなϥϛφがଟ数
ࣼަする規໛のେきいࣼަ༿理が発達しており日本ւ੒૚には
भ֯ࡾのઔঢ়地҃いはઔঢ়地ੑੑ؛られない規໛である．Ԋݟ
のଯੵ෺と͑ߟられる．
　౛ར૚の中・上部ลのؠ૬は౛རダϜބ右؛の通শ「੺น」
で一望でき，մঢ়の࠭ؠ૚と᛽ؠ૚のޓ૚や࠭᛽૚中のࣼަ༿
理などがݟられる．この࿐಄下部にはΦϧιίーツアイトの中
～େ᛽がଟくؚまれ，كに௕30ܘcmۙくのڊ᛽もある．੺น
にԊうಓ࿏からೆにۂがる࿐಄ではかつて౛ར૚とӓ中月௕ੴ
ྲྀ໲ؠのަࢦ関܎がଊ͑られた．
　౛ར૚が不੔合にॏなる下Ґのଠඒࢁ૚܈はैདྷݹ第ܥࡾと
てきたが，δϧίン6-1C年୅໿70 .a（金子΄か，2019）͑ߟ
の݁Ռがಘられたことからനѥل末期に遡る可ೳੑがある．ଠ
ඒࢁ૚܈の໛ࣜ地は，౛ར以ೆのখ໼部઒Ԋい地Ҭである．౛
ར૚पลにおけるଠඒࢁ૚܈の分෍は主として৓୺―上སஅ૚
の以੢にݶられる．主にྲྀ໲ؠ質ڽփ֯᛽ڽ，ؠփٴؠび無ൗ
থのྲྀ໲ؠ質༹ڽ༹݁，ؠփؠ，؏入ؠである．
　ӓ中月௕ੴྲྀ໲ؠは日本ւܗ੒のॳ期にେ཮を引き割く地ߔ
ଳのՐ׆ࢁ動の一؀としてܗ੒された（「日本ւ学」ڀݚௐࠪ，
ੴ౉・⁋৿，1999）と͑ߟられていることから，ີ઀する౛ར
૚とେ཮౦ԑの地質の関連ੑが明確となり，ΦϧιίーツΝイ
ト᛽の後എ地の問୊もݶられてきた．
　ӓ中月௕ੴྲྀ໲ؠの໛ࣜ地はଧඌ઒中ྲྀҬのӓ中であり，౛
ར૚にԊうように౛རからӓ中，ాࢁ઒ా৲ೆへとଳঢ়に޿く
分෍する．ಉ૚は੺׊৭～փ৭で月௕ੴとੴӳのൗথをଟྔに
ؚΉྲྀ໲ڽ༹݁ؠփؠである．ؚまれる月௕ੴのൗথは౛རダ
Ϝपลでは౦部のా৲ೆにൺ΂てগないが，このことに関して

「ややൗথのগない（20�前後）下部とややൗথに෋Ή（40�）
上部からなる」（ਢ౻，1979）と͑ߟられている．
　౛རダϜの྆؛ބにはӓ中月௕ੴྲྀ໲ؠに不੔合にॏなると
されるؠҴ૚のݰ෢ؠ質҆֯ؠࢁ᛽ڽփؠが分෍している．ؠҴ
૚は日本ւ֦େのॳ期にւఈՐࢁとして෾出したՐࢁଯੵ෺であ

ࣸਅ3ɽΦϧιίʔπΝ
Πτͷ෱ޫⅾഌɹ༿ཧ
ͱࢥΘΕΔ໛༷͕ೖͬ
͍ͯΔ

ྉͷࢼɽࣸਅ5ɽ（11DNܘஅ໘௕）ྉࢼΒɼࣸਅ�ɽ年୅ଌ定ͷ͔ࠨ
ภޫݦඍࣸڸਅΫϩεχίϧʷ�0
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ιίーツΝイトとはҟなり，時間తなִたりがۃめてେきい．
また，手औ૚܈の᛽における̠-AS年୅ଌఆ஋（475-555 .a，
778 .aʀSIiCata，1979）とൺֱしても時間తなִたりがେきく，
手औ૚܈の再৯᛽の可ೳੑは௿く，後എ地の૬ҧが͑ߟられる．
　なお，手औ૚܈におけるσータの内，੺ؠѥ૚࢈܈出のଌఆ
஋475-555 .a（ΦϧυϏスل૬当）とはԯ୯ҐのΦーダーでは
ۙい年୅を示している．
　今回ଌఆにおいて，ࢼྉからଌఆ可ೳなӢ฼߭෺のྔがಘら
れるかどうかがॏ要要݅であると知り，ࢼྉબఆには֓؍తに
表໘がβϥϝでஅ໘ではཻ子が೑؟でଊ͑られるようなࢼྉが
適ࡐと思われる．
　最後に，චऀはऀڀݚのଟくの方は手औ૚܈のڀݚに関৺が
いと思われますが，ಉ༷に౛ར૚あるいは૬当૚についてもߴ
ண目していただいて，Φϧιίーツアイト᛽中のݜӢ฼の
,-AS年୅ଌఆをࢼみていただきたい．ଟくのσータがಘられ
ることにより後എ地等のڀݚ等に༗ޮな手ֻかりとならないか
と͑ߟ期଴している．加͑てΦϧιίーツΝイトをݪੴとし地
質తにもՁ஋のߴい෱ޫⅾഌをお࣋ちの全ࠃの方々に，より確
かな年୅や後എ地等の৘ใが఻͑られることを願っている．

ँࣙ　今回，ΦϧιίーツΝイトの年୅ଌఆをࣜג会社ඹࢁ地
質年୅学ڀݚॴ ീ໦ެ࢙理学ത࢜に依頼したとこΖ，ࠔۃࢸ
೉なଌఆにもかかわらず引き受けていただいたことに先ずްく
申し上͛ます．ੜ੒年୅はଌఆ不可としないでその手がかྱޚ
りとする͑ߟに対して۩ମతに適੾な示ࠦを༩͑ていただき，
またྸߴでઙࣝなචऀの質問にも分かりқく回౴いただきまし
たことਂくँײいたします．
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の後എ地における一事変，ΦϧιίーツΝイトੜ੒の一時期を
示すものであるから，౛ར૚の᛽もಉ༷に,-AS年୅をଌఆし
て手औ૚܈のଌఆ஋とൺֱすることにより，手औ૚܈の再৯᛽
かどうかがਪఆされる．
　౛ར૚の年୅ଌఆ஋がいずれかのۙࣅ஋を示すことになれ͹再
৯᛽の可ೳੑがߴく，ҟなる݁Ռとなれ͹，手औ૚܈の再৯᛽で
ないと൑அできるとಉ時に後എ地についても૬ҧすることになる．

オϧιコーπΝイトதのݜӢ฼の,�"S年୅ଌఆʹ
͍ͭͯ
1．年代測定のねらい
　この年୅ଌఆは，౛ར૚中にؚまれるΦϧιίーツΝイト中
にੜ͡ているݜӢ฼の,-AS年୅ଌఆによってその変੒時期を
明らかにする．その年୅は౛ར᛽૚にؚまれているΦϧιίー
ツΝイトのܗ੒過ఔの一時期と͑ߟ，ΦϧιίーツΝイトのܗ
੒年୅の手がかりをಘる．
　また，その݁Ռから手औ૚܈中にؚまれる᛽の再৯᛽かのੋ
ඇについてݕ౼し，今後は日本・ؖࠃの౛ར૚૬当૚のΦϧιί
ーツΝイト,-AS年୅ൺֱにより後എ地をݕ౼したいと͑ߟる．
　（༧ଌ）手औ૚܈の年୅ଌఆ৘ใ（,-AS年୅475-555 .a，
778.a� SIiCata，1979）やؖࠃにおける年୅৘ใからおよそ6
～8ԯ年前ࠒと͑ߟる．

2．試料について
の࿐಄「੺น」؛౛ར，౛རダϜ右ࢢऔ地　ೆ౑࠾ྉのࢼ・
（ࣸਅ1）

ࢼとわかるؠతに࠭؟業୲当ऀがબ୒された᛽　அ໘で೑࡞・
ྉで，᛽の表໘はփ৭でൺֱతβϥϝで࠭質と൑る᛽である．

・அ໘は全ମとしてփ৭～ന৭でϥϛφ༷の不明ྎな໛༷がݟら
れる．ج質か߭෺か൑அはできないが，1ᶱ内֎のനいཻ（݁
থ質ではない）やࠇいཻがଟくݟられる．ڸ下では他のࢼྉよ
りも全ମతにཻܘはେきく，ੴӳཻ子पғのΪβΪβは細かい．

քڥੴӳはؙみをଳび，ཻ子　ݟのॴ（࢙ീ໦ެ）業୲当࡞・
にӢ฼߭෺はੜ͡ているがج質が一部࢒っている．そのج質
にもӢ฼߭෺が認められる．ΦϧιίーツΝイトの分ྨ（ࢁ
上΄か，2003）ではタイϓᶗ～タイϓᶘの間のように思われ
る．Ӣ฼ྔも߭෺分཭でଌఆに必要なྔはಘられる可ೳੑが
ある．

3．年代測定について
年୅ଌఆऀ：ࣜג会社ඹࢁ地質年୅学ڀݚॴ ࡞業୲当・ใࠂ
書࡞੒ ീ໦ެ࢙
分ੳࢼྉ：෋ݝࢁೆ౑ࢢ౛རに分෍する౛ར૚中のΦϧιίー
ツΝイト᛽840g
ଌఆ݁Ռ：
ࠩޡӢ฼の,-AS年୅とそのݜ 438.5ʶ8.7（.a）
・ଌఆ෺（ཻܘ） Ӣ฼（0.2-1�m）ݜ
・カリウϜؚ༗ྔ（Xt.�） 4.821ʶ0.096
40AS（10-8ccST1�g）ݯىੑࣹ์・ 9285.8ʶ94.8
・ඇ์ࣹੑ40ݯىAS（�） 4.1

察　ߟ
　౛ར૚中のΦϧιίーツΝイト᛽の後എ地において，Φϧιί
ーツΝイトのੜ੒్中に௿Թ೤ਫ変੒を受けてੜ͡たݜӢ฼の年
୅ଌఆ݁Ռは438.5ʶ8.7 .a ,-AS年୅となりシϧϧلに૬当する．
　このσータは後എ地におけるある事変の時期を示す．これを
手ֻかりにਪఆされる෱ޫⅾഌੜ੒の,-AS年୅はࠩޡをྀߟし
て447-430.aでݹੜ୅シϧϧلのΦϧιίーツアイトである．
　݁Ռは༧ଌしていた6～8ԯ年前の先カンϒリアݯىلのΦϧ
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ຽର৅ΦϯϥΠϯγϯϙδ΢Ϝࢢ

　本シンポジウムは，
国内のジオパーク地域
に伝わる伝承をとりあ
げ，そこにݹ代から伝
わるࣗવ観を現在の地
質科学のࢹ点から理ղ
しようとするもので
す．また，地域の伝承
がࢲたちの生活基൫で
ある地質地形とີ接な
関係のもとにあること
を再認ࣝし，地域資源
としての活用，ࣗવの
保ޢ保全・防災意ࣝな
どのジオパーク的活動

への理ղを深めることも目的としています．
　2021年に第11回ジオパーク全国大会が島根県松ߐ市と出
Ӣ市で開催されたおり，地域の地質地形に関わる伝承を紹
介するポスター展示が12ジオパークからありました．今回
のテーマはその他のジオパクでも関心が高いことから，国
内ジオパークにおいて共通性のあるテーマといえます．こ
のような観点から，地質学会会員をはじめとして一般市民
も対象としたシンポジウムを企画しました．
　最近のジオパークの活動は，地質学的に貴重な地質Ҩ産
の保ޢ保全を֩として，より明確に歴史・文化・人のくら
し・産業などのҨ産との連携を考え，༥合的な地球Ҩ産と
して活用する方向に向かっています．地域の地質地形に関
わる伝承は，人々のジオパークや地質科学を理ղしָしΉ
ための効果的な動機付けになります．
　海外では伝承を地質科学的ࢹ点から理ղする
「geoNythology」という用語も提示され注目されていてい
ます．伝承は地質多様性（geodiversity）とともに，地域
地質や地形の保全，防災教育やジオπーリズムでも活用さ
れています．地質科学を専߈する学部学生にとっては，伝
承を科学的にとらえることにより，地質学が社会とのつな
がりの深い学問であることを認ࣝする一つのきっかけにな
るかもしれません．「geoNythology」は地域のࣗવ・文化
Ҩ産の理ղと保全，防災教育，地域へのތりをৢ成するた
めの有効な手ஈともなっていいます．
　各地のジオパークにあっては，地域の伝承にൿめられた
科学性への理ղが地域活動促進のためのプログラム作りに
役立つことでしΐう．今回は，文理༥合の要として地質学
の知を広く社会にී及させる機会としてシンポジウムを企
画しました．

ジオパーク支援委員会
委員長　ఱ野一男

主催：日本地質学会
共催：日本ジオパークネットワーク(JGN
，日本ジオパーク
学術支援連合(JGASU

日時：2023年1月2�日（౔）10�00～1��25
開催形態：ZooNと:oV5Vbeで
配信
会員・非会員問わず参加無料．
ZooN参加者は事前ొ録制（:oV�
5Vbeࢹௌの場合は申込不要）
申込方法：学会ホームページ専
用申込フォームよりお申し込み
下さい.
;PPNࢀՃ申込締切：2023年1月20日（ۚ）
CPD：希望者にはCPD受講ূ明書を発行します（[ooN参加
者のみ．:oV5Vbeࢹௌの場合は発行できません．全プログ
ラム参加で3単位予定．）

プログラム
˙開会ѫࡰ　　岡田　誠（会長）
˙趣旨説明　　ఱ野一男（理事・ジオパーク支援委員会委
員長）
˙講演
「GeoNythology（地球ਆ話）をジオパーク活動にもっと活
かそう」野村律夫（島根半島・࣡ಓ湖中海ジオパーク）
「アイψ民଒の伝承とジオパーク」大野ప人（アポイ岳ユネ
スコ世界ジオパーク）
「൬ఐ山に伝わる伝説・ੲ話」竹谷ཅೋ↻（൬ఐ山ジオパー
ク）
「大国主命（出Ӣ）とౕ奈川ඣ（ݹ志）の伝説からたどるࢳ
フォッサマグナミュ）ߞ　観」竹之内ܠ川ジオパークのڕ
ージアム）
「日本三大حউʰົ義山ʱにまつわる伝説　ڊ人が射抜いた
݀-星݀伝説-」関谷༑彦（下仁田ジオパーク）
＜னٳみ＞
「バケϞノ伝承を科学的ࢹ点で読んでみよう」Ԯ野慎ᨢ（ڪ
（谷;くいউ山ジオパークܢཽ
「南紀۽野の地形・地質から読みղくਆ話伝説」ࠑ松ণ彦
（和Վ山大学教育学部）
「岡山県新見市に伝わる࿴ऄを使用したਆ事と伝説」先山　
ప（NPO�法人地球年代学ネットワーク）
「異分野間の対話と連携を目指すジオパークのネットワーク
の取り組み」山崎由貴子（日本ジオパークネットワーク）
˙総合討論
「テーマ：各地の伝承・ਆ話伝説のѻわれ方とジオパーク交
流へ向けて」

˞ֶձϗʔϜϖʔδ	IUUQT���HFPTPDJFUZ�KQ
͔Βߨԋ要ࢫ
（1%'）͕μ΢ϯϩʔυで͖ま͢ɽ

δΦύʔΫ஍Ҭに఻ΘΔ఻ঝͱ஍ֶ࣭：
͔͢׆にࠓΛ؍୅͔Βͷࣗવݹ

;PPNࢀՃ申込締切
2023年1月20日（ۚ）
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˒地質ٕज़ऀڭҭҕһ会

2022年11月29日
̍ɽ͸͡Ίʹ
　地質系の高等教育を受けた学生が，全国でຖ年Կ名が大学を
ଔ業あるいは大学院を修了しているのか，そのଔ業・修了生は
どのような分野に就職もしくは進学しているのかというデータ
は，この分野の大学などの教育機関や実社会での企業や研究機
関にとって，極めて重要な資料です．
　この資料は全国の地質系大学がどれくらいの学生を高等学校
に求めているのか，いわゆる地質系業界にはԿ名が就職してい
るのか，それはे分な人ࡐ数といえるのかなど，いろいろな検
討に役立ちます．
　そのため，日本地質学会の坂口有人執行理事の発案で2017年
度に日本地質学会と全国20大学地球科学系学科長会議が協力し
て，全国の若手人ࡐ動向調査が行われました．このような調査
は継続的に行い，データを஝積することが重要であると考え，
2020年度に日本地質学会が全国の主要大学の地質系教室へのア
ンケート調査を行いました．2021年度も引き続き同様のアンケ
ート調査を実施しました．
　協力してくださった大学・研究機関の学会員のօ様に，この
．面を借りて深く感ँ申し上げますࢴ

̎ɽௐࠪͷํ๏
　40を超える全国の地質系の大学・研究機関に所属する学会員
に，以下の内容のアンケートを行いました．
①�当֘学科あるいは研究科内で学部をଔ業あるいは大学院を修
了した学生の数
②�ଔ業・修了者の就職あるいは進学の内訳
③�就職者の分野の内訳（「土木・建築」「資源・素ࡐ」「教員」
「研究職」「その他分野」）最近は研究分野における分野༥合
が進んでおり，地質系学生を一義的に定義することは೉しい
ので，今回のアンケート調査の対象となる地質系学生の選定
については，各大学に委ねました．また，就職先区分のへの

振り分けも各大学の判断に従いました．

̏ɽௐࠪ݁Ռ
　今回の調査結果は，昨年実施した2020年度のそれとあわせて，
ਤ-1および表-1に示します．（カラー版はHP参র）なお，2021
年度の以下のデータについては，当学会HPの会員ページに収
録しました．
・�アンケート依頼先の大学・研究機関一ཡ
・�回౴のあった各大学・機関別のଔ業・修了者数，就職先区分
などの一ཡ
　また，2020年度のデータについては，学会ニュース誌2021年
11月号̿18～19に示しています．
　http://www.geosociety.jp/Vploads/fcLeditor/NEWS@
BN/2021-11.pdf
　各大学・研究機関の事情により，回౴がなかったところや学
科定員にຬたないデータもありましたが，ଔ業・修了者の総数
は2021年度が989名（30大学・機関），2020年度が1,102名（41大
学・機関）と，概ね1,000名に及Ϳことから，就職動向の೺Ѳが
できたと判断しています．
①ଔ業・修了者の就職あるいは進学の内訳
　2021年度は，989名のଔ業・修了者の໿62ˋに当たる618名が
就職し，371名が進学しています．一方，2020年度は໿62ˋに
当たる681名が就職し，421名が進学しました．人数は若ׯ異な
るものの，就職比཰は2年度同様の結果となりました．
②就職者の分野の内訳
　就職先を「土木・建築」「資源・素ࡐ」「教員」「研究職」「そ
の他分野」）の5つに分けて回౴してもらいました．このうち，
「その他分野」をআく4分野を地質系のଔ業・修了者の「専門就
職」先であると定義しました．
　2021年度では618名の就職者のうち48ˋに当たる299名が，
2020年度では681名のおよそ40ˋに相当する271名が，それͧれ
専門就職しています．専門就職の細分を見ると，

・�2021年度：「土木・建築」183名（61
ˋ），「資源・素ࡐ」52名（17.5ˋ），
「教員」12名（4ˋ），「研究職」52名
（17.5�）
・�2020年度：「土木・建築」169名（62
ˋ），「資源・素ࡐ」45名（16.5�），
「教員」20名（7.5�），「研究職」38名
（14�）
となり，2年度での就職先の比཰は概ね同
様であり，およそ6割が「土木・建築」分
野に就職していることがわかります．一
方，「研究職」には「土木・建築」分野の
およそ1/4に当たる40～50名（15ˋ前後）
が就いています．また，「教員」には10～
20名（5ˋ前後）と少ない状況です．
③専門業界への就職動向
　専門就職者のうち，「土木・建築」「資
源・素ࡐ」の2分野を実業界での専門就
職とଊえ「専門業界」とݺ称します．専
門業界の多くは「土木・建築」分野で，
地質調査業や地質・建設コンサルタント
業が大半を઎めると考えられます．

2�21年度地質ܥएखਓࡐಈ޲ௐࠪ報ࠂ

ҕ һ 会 ͩ Α Γ

ਤ1
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　これら専門業界へは，2021年度では学士121名（51ˋ），修士
110名（47ˋ），博士4名（2ˋ），2021年度では学士106名（49.5�），
修士104名（48.5�），博士4名（2ˋ）となっています．すなわ
ち，専門業界への就職は学士と修士がほぼ半数ずつを઎め，博
士からの就職者は少数といえます．
④専門業界に多くの人ࡐをഐ出している大学・機関　
　専門業界に多くの人ࡐをഐ出している大学・機関のうち上位
10位，すなわちいわゆる「ベスト10」は以下のとおりです．
2021年度：・�1位：日本大学・山口大学（25名），3位：島根大学

（21名），4位：東北大（19名），5位：新潟大学・信
भ大学（14名），7位：千༿大学（11名），8位：ࣛ
島大学（10名），9位：東京大学・ஜ波大（9名）ࣇ

2020年度：・�1位：島根大学（30名），2位：日本大学(18名），3
位：山形大学・千༿大学・山口大学(12名），6位：
静岡大学（11名），7位：金୔大学（10名），8位：
新潟大学・信भ大学・岡山理科大学（8名）

　アンケート結果が対象学科の全員を໢ཏしていないところも
あることや学科や研究科の定員にࠩがあることから，この結果
は目安の一つでしΐうが，先に述べましたように全体で年間໿
1,000名もの回౴があることから，就職動向を反өしていると判
断しています．
　2年度の上位10位の大学・機関のうち，2年度とも上位にラン
クインし，かつ合わせて20名以上を専門業界にഐ出しているの
は，島根大学（51名），日本大学（43名），山口大学（37名），
千༿大学（23名），新潟大学・信भ大学（22名）の̒大学です．
　また，上位10大学のうち2021年度では5大学がJABEE認定を
受けており，1大学が以前JABEE認定を受けていた大学です．
2020年度ではJABEE認定が5大学，以前認定が2大学となって
います．さらに先ほど紹介した上位6大学はいずれもJABEE認
定か以前認定を受けていた大学です．
⑤研究職を多くഐ出している大学・機関
　研究職への就職者数は2021年度が52名，2020年度が38名であ
り，多くの人ࡐをഐ出している大学・機関のうち上位5位，す
なわちいわゆる「ベスト5」は以下のとおりです．
　2021年度：�1位：東京大学（16名），２位：東北大学・ஜ波大

学（5名），4位：金୔大学・岡山大学（4名）
　2020年度：�1位：東京大学（10名），2位：ஜ波大学(9名），3

位：Ѫඤ大学(3名），4位：東北大学・名ݹ԰大学・
大阪大学（2名）

　2年度とも東京大学がトップとなっています．なお，専門業
界への就職のところで説明したように，アンケート結果が対象
学科の全員を໢ཏしていないところもあることや学科や研究科
の定員にࠩがありますが，研究職への就職動向を反өしている

と判断しています．

̐ɽ·ͱΊͱ՝୊
　2021年度の就職動向調査によると，年間989名のଔ業・修了生
の62ˋが就職し，地質系の専門分野への就職はଔ業・修了生の
30ˋで就職者全体のほぼ半数に相当します．地質系の専門教育
を受けた学生の半分が地質系とは異なる分野に就職しているこ
とは，多いのか少ないのか他の研究分野の情報を得ていないの
でわかりませんが，少なくとも就職者の半数は地質系に関係す
る専門分野に就職していることは認ࣝすべきことだと考えます．
　その専門分野を細かくみると，専門業界就職といえる「土
木・建築」と「資源・素ࡐ」分野は専門就職者の78.5ˋと大半
を઎め，「研究職」は17.5�，「教員」は4ˋとなっています．
　現代社会の重要な関心事である防災・減災や資源・エネルギ
ー分野の地質技術者を多くഐ出していることは評価できますが，
専門業界での必要人数を必ずしもे分確保できているかどうか
はわかりません．今年の学術大会（早稲田大学）で開催した地
質系業界説明会や年末に刊行している「地質系若者のためのキ
ャリアビジョン誌」には多くの専門企業が参画しているので，
業界の求人意ཉは高いと考えます．なお，これらの詳細につい
ては学会HPの「技術者教育（JABEEとCPD）」を͝ཡください．
　http://geosociety.jp/engineer/content0003.htNl
　地質学を中心とした学問を研究し学生を教育する研究職が
17.5ˋの52名というのは少ないかもしれません．学生の進࿏希
望がありますが，研究職への就職状況も影響している可能性が
あるものともࢥわれます．զが国における地質学を中心とした
学問研究をさらに発展させるためには「研究職」の増員は必要
だと考えます．あわせて，ॳ等・中等教育を担う「教員」が4
ˋの12名と少ないことも課題といえます．
　専門業界への人ࡐのഐ出を地質技術者教育の結果としてとらえ
ると，ഐ出者数の上位10校の半数以上がJABEE（一般社団法人
日本技術者教育認定機構）の認定プログラムを現在有しているか，
あるいは以前に有していた大学です．このことから，技術者教育
や就職に関してJABEEは大きな実績を示しているといえます．
　これまで説明した2021年度の܏向は，2020年度も概ね同様で
あり，現在の地質系の若手人ࡐの動向を示していると考えます．
これらのデータをもとに様々な分ੳをおこなうとともに，今後
も継続して調査をおこなうことにより，地質系人ࡐの長期的な
動向が೺Ѳできます．
　その動向をもとに地質学が社会の発展にد与するためには，
どのような対応や方策が必要であるかを検討することが必要で
あると考えます．

（担当：佐々木和彦）

ද1ɹ2021ɾ2020年౓ɹ஍࣭ܥएखਓࡐಈ޲ௐࠪ݁ՌɹまͱΊ
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　地震火山地質こどもサマースクールは，日本地震学会，日本
火山学会，日本地質学会の3学会が共同して実施しているී及
事業である．研究の最前線に立つ専門Ոがこどものࢹ点にまで
下りて地震・火山・地質の現象のしくみや本質について直接語
ること，および災害やそれと不可分の関係にあるࣗવの大きな
みについてこどもたちに伝えることを目的としている．浅間ܙ
山北ྷジオパークでの「浅間のいたずら，َのώミπ」は2020
年開催予定だったが，新型コロナウイルス感染঱の֦大により
開催がԆ期された．社会状況が؇和の方向に向かってきたこと
に伴い，本年（2022年）8月17日と18日に2日間の日程で開催さ
れた．直前まで完全オンライン開催の可能性も検討しながら，
現地のٹ急ൖ送事情の調査やプログラム中の発೤対応マニュア
ルを作るなどの準備を重ね，講師ਞの一部がオンライン参加，
こどもたちは現地参加というϋイブリッド形式で開催が実現し
た．
　今回の参加者は，こども24名（小学生14，中学生9，高校生
1），講師・スタッフ34名（うちオンライン3）の合計58名であ
った．感染対策および会場の収容人数を考慮し，現地参加のこ

ども・スタッフ
合計が50人以内
になるように計
画されるととも
に，地元以外の
スタッフも可能
な限り少なくな
るように計画された（しかし結果的に講師・スタッフ数がやや
多くなってしまった）．大会実行委員長は高ڮ正樹・地質学会
会員（日本大学）であった．3学会のサマースクール運営委員
および現地関係者がこども参加者をさま͟まな場面で支援し
た．ॳ日は開会式，フィールドワーク，実験，オンライン質ٙ
応౴などが行われた．2日目は展示物観࡯，オンラインでの講
演ௌ講と質ٙ応౴，フィールドワーク，フォーラムでの発表会，
ด会式などが行われた．終了後のアンケートでは回౴者全員か
ら「とてもָしかった」，「ָしかった」という回౴がدせられ
た．興ຯ深かったプログラムとしては，火ࡅ流やట流の実験，
および॓での॓ധが最多得ථであった．
　今大会は高ڮ会員のほか，日本大学の安井真也会員と金ؙ龍
夫会員にも地質学会側講師として͝協力いただいた．また，浅
間山北ྷジオパーク関係者をはじめ現地の多くの方々に͝協力
いただいた．なお，2023年度はਆ奈川県平塚市で，2024年度は
ಙ島県三޷市周辺で開催予定である．地震火山地質こどもサマ
ースクールの詳細については公式ウェブサイトで確認できる
（https://LodoNoss.jp）．

（地震火山地質こどもサマースクール担当理事　੕ɹത޾）

第21回
地਒Րࢁ地質͜Ͳ΋αϚーεΫーϧ

JOઙؒࢁ๺ྷδオύーΫ
「ઙؒの͍ͨͣらɼَのώϛπ」࣮ࢪ報ࠂ

Լ๺൒ౡ෹ϲӜ஍Ҭͷڽփ͔ؠΒͷ઱৽ੈδϧ
コン6�1C年୅

২田༐人，前崎　෨
https://doi.org/10.5575/geosoc.2022.0024
　下北ジオパークの主要なジオサイトで
ある෹ϲ浦のڽփ岩2試料からந出した
ジルコンのU-Pb年代を測定したところ，
4.1および4.2�Maの値が得られた．これに
より，従来中新世のグリーンタフとされ
てきた෹ϲ浦のڽփ岩は઱新統であるこ
とが示された．当地域では岩相の類ࣅから中新統と઱新統
がࣝ別されず一括されてきた可能性が高く，広域的に層ং
を再検討する必要性が指ఠされる．

๪૯൒ౡ౦෦ɼ্૯૚܈Լ෦ʹ記録͞Εͨલހ
ςΫトχΫεͱւఈ஍͢΂Γ

Ӊ都宮正志，大௶　誠
https://doi.org/10.5575/geosoc.2022.0025

　๪総半島には下部～中部更新統の前ހ
海盆堆積物である上総層群が広く露出す
る．๪総半島の上総層群では，前ހテク
トニクスの連続的な記録ഔ体である前ހ
海盆の地質断面を཮上で直接観࡯でき，
同時間面であるテフラݤ層や微化石など
の第四紀の高ਫ਼度な層ং学的手法を適用できる世界的にも
௝しい条件がଗっている．最近，๪総半島東部の5万分の1
地質ਤ෯の刊行をはじめ，上総層群の断層や大規模な海ఈ
地すべり堆積物の分布およびそれらの発達過程に関する研
究の進展があり，上総層群の発達史を時系ྻで෮元する条
件が整いつつある．本巡検では๪総半島東部に露出する上
総層群下部に発達する露頭規模で観࡯が可能な断層と海ఈ
地すべり堆積物の主要な露頭を見学しながら前ހテクトニ
クスと堆積作用に関する研究の現状を紹介する．

コンΫϦʔγϣンੜ੒メΧχζϜͷ޻学తԠ༻
事ྫ

ؙ山一平，٢田英一，山本߯志，野口貴文
https://doi.org/10.5575/geosoc.2022.0026
5his�paper� introdVces� two�early-stage�
engineering� applications� inspired� by�
concretion� forNation,� a� natVral ly�
occVrring� eleNental� and�NolecVlar�
concentrat ion� process . � First , � the�
precipitation�of� iron�oYide� froN�highly�
acidic� wastewater� Vsing� ceNent� cl inLer� and� its�
applications� to� channel� control� were� investigated.�
BlocLing�of�channels�by� iron�oYide�precipitating�aroVnd�
the�clinLer�was�confirNed�Vsing�a�colVNn�test.�Second,�

地質学雑誌は，2022年（128巻）からは完全電子化とな
りました．会員のօ様に，公開されている新しい論文
を͝紹介します．ぜひJ-S5AGE上で本論文をӾཡして
ください．2Rコードからも各原稿にアクセスして頂け
ます．
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/geosoc/-char/ja

৽͍͠࿦จ͕ެ։͞Ε͍ͯ·͢
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the�prodVction�of�ʠCalciVN�carbonate� concreteʡ�Vsing�
concrete�waste�and�CO2�in�the�air�was�investigated,�based�
on�the�fact�that�calciVN�carbonate�is�the�binding�Naterial�
in� calciVN� carbonate� concretions.�Understanding� the�
natVral�NechanisN�of�concretion� forNation� is�not�only�a�
fascinating�topic� froN�a�scientific�perspective,� it�also�has�
potential�engineering�applications.

" OFX GPTT J M  TQFDJNFO PG  UIF 4VJEBF 
	.BNNBMJB
 "SUJPEBDUZMB
 GSPN UIF VQQFS 
.JPDFOF 0JTP 'PSNBUJPO BOE B CSJFG SFWJFX PG 
/FPHFOF TVJET GSPN +BQBO

5aLehisa�5sVbaNoto,�HajiNe�5arV
https://doi.org/10.5575/geosoc.2022.0027
A�new�speciNen�of�a�fossil�tooth�of�the�
SVidae� (MaNNal ia , � Art iodactyla 
�
discovered� in� the�Vpper�Miocene�Oiso�
ForNation� (ca.� 8.29-5.57�Ma
� of� the�
MiVra�GroVp,�,anagawa�PrefectVre,�
Japan,�is�described.�5he�tooth�is�left�N3,�
and�its�hypoconVlid�has�broLen�away.�It�is�bVnodont,�low-
crowned,�and�Noderately� to�heavily�worn.�5he�N3�has�
the� typical� lower�Nolar�Norphology�of� a�NediVN-si[ed�
sVid,�with� soNe� fVrrows�on� the�cVsps.�5he�part�of� the�
tooth�containing�the�first�two�lobes�is�relatively�elongated,�
siNilar� to� that�of�N3�of� the�SVinae.� It� is�Nore�elongated�
than�that�of�N3�of�the�Asian�5etraconodontinae.�Based�on�
its� si[e� and� observable�Norphology,� this�N3� is�Nost�
coNparable� to� that� of�└┶┳┴┳┸┥┱┳┧┬┳┩┶┹┷ⓤ┬┽┳┸┬┩┶┭┳┭┨┩┷ⓤ
(SVinae
.�5his�discovery�reinforces�the�hypothesis�that�the�
Oiso�ForNation�was�deposited�in�the�HonshV�Arc,�rather�
than�the�Paleo-I[V�Arc.�Only�seven�(five�Miocene�and�two�
Pliocene
� sVid� speciNens�have�been� reported� froN� the�
Neogene�of�Japan�to�date.

ௗऔݝͷੴʮத৽ੈྨڕԽੴ܈ʯ૚४ͷ年୅ͷ
࢙த৽ੈ຤ͷւਐظӄ౦෦ͷલࢁɿ౼ݕ࠶

羽地俊樹，菅森義晃，田ᬒՂ紀
https://doi.org/10.5575/geosoc.2022.0029
　鳥取市国෎町宮下に露出する中新統鳥取層群岩美層のట
岩は，保ଘの良い浅海性のڕ類化石を多産する．このట岩

は鳥取～北但地域の前期中新世末期の海
進の最ॳ期の地層であり，その堆積年代
は山陰東部の海進史を検討する上で重要
である．従来はట岩中にڬまるڽփ岩か
ら得られた16.8ʶ0.8�Ma（1М）のジルコ
ンのフィッション・トラック年代が堆積
年代として参রされていたものの，その年代値は不確かさ
が大きかった．そこで本研究では，先行研究と同一のマウ
ント上のジルコンの年代をU-Pb法で再検討した．その結果，
中新世の年代を示すコンコーダントな27ཻ子から17.4ʶ0.2�
Ma（2М）の加重平238ۉU-206Pb年代を得た．この年代値は，
従来の山陰東部の中新統の海成層のূڌよりも40万年ほど
地理を推定すると，宮ݹ流向からݹい．中新統の岩相やݹ
下地域は鳥取～北但地域の一連の堆積盆地内の低地に位置
していたと考えられ，より早期に海水の影響をඃる環境に
変化したのだろう．

๺ւಓ๺෦ఱԘத઒஍Ҭ͔Β࢈ग़ͨ͠നѥلத
ू܈૶ԽੴܔͷظνϡʔϩχΞンظ

嶋田ஐܙ子，ᜊ藤めぐみ，山﨑　誠，田中裕一࿠，඗田٢ࣝ
https://doi.org/10.5575/geosoc.2022.0036
We�present�a�diatoN�asseNblage� froN�
two� carbonate� concretions� hosting�
aNNonite� speciNens� froN� the� SaLV�
ForNation� (Vpper� 5Vronian,� lower�
Upper� CretaceoVs
� in� the� 5eshio-
NaLagawa� area,�HoLLaido,� northern�
Japan.�┌┩┱┭┥┹┰┹┷⓰ⓤ┘┶┭┧┩┶┥┸┭┹┱,�and�┇┳┷┸┳┴┽┼┭┷� are� the�
Najor� taYa� in� the�asseNblage,� and� they�are� typical� of�
Vpper�Upper� CretaceoVs� (CaNpanian-Maastrichtian
�
deposits.�In�contrast,�the�priNitive�cylindrical�diatoNs�that�
are�foVnd�Nainly�in�Albian�and�CenoNanian�deposits�are�
largely�absent,�eYcept�for�┋┰┥┨┭┹┷�sp.
PrevioVs�records�of�Nid-CretaceoVs�diatoNs�are�rare,�and�
oVr�stVdy�docVNents� the� first�well-preserved�speciNens�
froN�late�5Vronian�deposits�that�have�been�reliably�dated�
by� refined�NollVscan�biostratigraphy.�We�confirN� that�
Nid-CretaceoVs�diatoNs�overtVrned�draNatically�dVring�
the�CenoNanian-to-5Vronian� interval,�at� the�onset�of� the�
eYtreNe�paleoceanographic� crisis�Lnown�as� the�Ocean�
AnoYic�Event�2.

࿦ આ

Ϩλʔ

Ϩλʔ

第13回࿭੕地ٿϑΥトコンςεトɿೖબ
「*OTJEF�UIF�7PMDBOP」

ࣸ真：ۚҪ༤྄（東京都）
Ө৔ॴ：アイスランド　レイキャビック南東20LN　スリーψカギΨル火山ࡱ
まり火ಓがดじられてしまう．スリーψカギΨルݻりのマグマは火口付近で࢒ӨऀΑΓ：通常෾火が終ᖼする際にはࡱ
はマグマが後退したことによりできたマグマだまり内部を見学できる世界でただ一つの火山．�最後の෾火は4000年以
上前で，再び෾火するஹ候はない．火口はわずか4̼四方，しかしゴンドラで降りるその下に広がるۭ間はࣗ由の女ਆ
が入るほど．�日の光が届かないそのۭ間は，੺やԫ৭，੨やࢵのカラフルな߭物に࠼られていた．
৹ࠪҕ員௕ߨධ：スリーψカギΨルはアイスランドのट都レイキャビクの南15LNにあるスコリアٰで，山頂からマグ
マが退いた火山の深部を೷ける人ؾの観光スポットになっています．インターネットでは，360 画˃像や動画が紹介され
ているので，この作品がどのような場所でࡱ影されたかがわかるでしΐう．༹岩のࢎ化の度合いやེԫのঢ՚物などに
よって৭઱やかな地ఈ୳ݥとなりました．（審査委員長：白尾元理）
஍࣭తഎܠ：スリーψカギΨル�(ÀrÍhnÙLagÍgVr
�は，レイキャネス半島の割れ目火口群に形成されたスコリアٰのひと
つです．このスコリアٰを形成した割れ目෾火では，マグマが地下に໭る際にマグマ供څ系の最上部が่յせずにۭ洞
として࢒りました．このため観光٬は火口から火ಓをゴンドラでおりて地下120Nの大ۭ間に降りることができます．
この大ۭ間はマグマの͵けた岩脈の最上部ですが，マグマだまりへのπアーとして観光スポットとなっているようで
す．（ᤈ年一剛：ਆ奈川県温泉地学研究所）

දࢴ঺հ
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支部コーナー

☆関東支部

お知らせ

☆関東支部

お知らせ

☆西日本支部

お知らせ

アウトリーチ巡検
「相模原市の相模野台地の地形・地質観察」

　日本地質学会関東支部では，多くの方々に，野外での観࡯を
通して地学の面白さを実感し，地球科学に対する理ղを深めて
いただきたいという主旨で，アウトリーチ巡検を実施していま
す．本年度は，相模川Ԋいに河成ஈٰが発達している相模野台
地の地形とஈٰを構成する地層を観࡯します．講師は相模原市
立博物館の河৲ਗ਼和氏です．
主催：�（一社）日本地質学会関東支部
実施日：�2023年2月19日（日）（予備日：2月26日（日））
対象：�当֘地域の地形・地質に興ຯのある方（日本地質学会会

員でなくても可）
募集：�30人（先着ॱ）　最少催行人数15人（達しない場合は中

止です）
申込期間：1月16日（月）～2月5日（日）＊定員に達した時点
で終了
講師：�河৲　ਗ਼和（相模原市立博物館）
集合：�ਆ奈川中ԝ交通　女子美術大学バスఀ　10：00（JRԣ඿

線　ݹ෵Ӻ，小田急小田原線 相模大野Ӻよりバス）
ղ散：�JR相模線　原当ຑӺ15：30前後（予定）
予定コース（ఱ候などにより変更になることがあります）：全
行程ెาです
①相模原ຑ溝公Ԃの相模原面上の谷地形˰②大正坂の相模原ஈ
ٰの関東ローム層と広域テフラ˰③当ຑ東原公Ԃからஈٰ地形
遠望・ன৯˰④あずま坂の田名原ஈٰ堆積物˰⑤当ຑ山公Ԃの
ཅ原ஈٰ᛽層と༙水˰⑥子のਆ（ねのかみ）坂の田名原ஈٰ堆
積物と༙水˰⑦依知᛽層˰原当ຑӺ（ղ散）　
参加費用：1,000円　（保ݥ代，資料代等．当日集金）
˞�学会規定のキャンセル料が発生します．参加確定後～巡検3
日前まで50ˋ，巡検2日前以降100ˋになります．͝承知おき
ください．

＜新型コロナ対策について＞
・参加にあたってはワクチン接種をおקめします．
・当日ேの体温が 37.5ˆ以上の場合は参加はお߇えください．
・巡検当日のேに֏やඓ水，݇ଵ感，ᄿ֮異常など感染がٙわ
れる঱状がある場合は参加はお߇え下さい．
・巡検中はマスク着用をおئいします．
・参加者から感染者が発生した場合等は必要に応じて保݈所等
の公的機関へۓ急連絡先の提供をさせて頂く場合があります．
・新型コロナウイルスの感染状況により巡検が中止になる可能
性があります

申込・問い合わせ：メールにて下記担当者まで
・件名は見མとし防止のため「2月19日アウトリーチ巡検申込
み」として下さい．
・氏名，;りがな，性別，2月19日時点での年ྸˡ保ݥ申込み
に必要なため，携帯൪号，メールアドレス，所属をお知らせ
ください．申込者全員に，受付結果についてのメールをฦ信
します．
・担当：関東支部װ事　ถ澤正߂（よね͟わ　まさひろ）
・メール　Ny-yone[awa!y6.dion.ne.jp

（担当װ事：河৲ਗ਼和・ถ澤正߂）

西日本支部令和4年度
総会・第173回例会の案内

開催日：�2023年3月4日（土）
会場：�島根大学総合理޻学部多目的ホールほか
講演は口頭・ポスター発表．࠙਌会は開催しません．
（注）状況によっては，オンラインでの開催を検討します．
例会参加費：一般 1,000円/人，学生 500円/人
要事前申込（2月1日締切）
参加条件：�日本地質学会会員であること．ただしɺ学生・院生

に限り共同講演者に日本地質学会の会員がいれば，
筆頭講演者が非会員でも構いません．

オンライン講演会
「県の石　茨城県」のお知らせ（第2報）

　関東支部は，2022年य़に県の石講演会第１஄として，オンラ
イン講演会「県の石　ਆ奈川県」を開催しました．第2஄は茨
城県にয点を当て，オンライン講演会を開催します．締め切り
間近です．ੋ非͝参加ください．プログラムは日本地質学会関
東支部ウェブサイトを͝ཡください．
主催：�（一社）日本地質学会関東支部
日時：�2023年1月22日（日）13：00～16：05（入室は12:30から）
対象：�会員および非会員（定員　200人）
CPD：�3単位
参加費：�無料（要事前申込）
申込期間：�2022年12月19日（月）～2023年１月11日（水）まで
申込先：�日本地質学会関東支部ウェブサイトから
http://www.geosociety.jp/oVtline/content0201.htNl
開催方法：ZooNによる同時૒方向方式（講演内容の録画記録
はې止）
お問い合わせ先：加藤　ܿ（ۨ澤大学）
メールアドレス：LLato!LoNa[awa-V.ac.jp
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一般社団法人日本地質学会 運営財政部会

一般社団法人日本地質学会運営規則（2022 年 6 月一部改正。以下運営規則）により，2023 年度からは新しい会員種別，
会費での運用が始まります．運営規則改正による 2023 年度以降の会費請求と主な変更点についてご案内いたします．

１．2023年度の会費払込について
2023 年 4 月～ 2024 年 3 月の会費額は下記の通りです．2023 年度の事業年度 ( 会費年度 ) が始まる前までに納入下さいま

すようお願いいたします．

会һ֨ࢿ 2023年4݄ʙ2024年3݄෼会අ
ਖ਼会һʢγχΞ会һɾҰൠ会һʣ 12,000円

　ʏ　 ʢ学ੜ会һʣ˞学ੜূͷࣸ͠Λఏग़ͨ͠ऀ
Δݶʹ

5,000円

＊１：学生会員はパック制度による会費のೲ入方法を選択することができます．ただし，一括ೲ入のみ．

　　　̎年ύοΫ̔
000ԁ（2023～2024年度分）�ʗ�̏年ύοΫ9
000ԁ（2023～2025年度分）

＊２：学生会員の会費はɺ過去年度に૎っての申請はお受けしません．新制度は2023年度会費から適用とします．

ᶃࣗಈҾ͖མͱ͠Λొ録͞Ε͍ͯΔํͷҾ͖མͱ͠೔͸ �2 ݄ 23 ೔ʢۚʣͰ͢ɽ
2023 年度分会費の引き落とし日は 12 月 23 日です．請求書ならびに引き落とし通知の発行は省略させていただきますの

でご了承ください．これより以前に不足額がある場合には加算され，余剰金がある場合はその分を減額して引き落としとな
ります．通帳には金額とともに「チシツカイヒ」あるいは「フリカエ」「ＳＭＢＣ」などと表示されますので，必ずご確認
ください．

ᶄ͓ৼΓࠐΈͷํ
ɹ12 月 22 日ࠒに੥ٻॻ݉༣ศৼସ༻ࢴΛൃૹ͍たしま͢ɽお手元に届きましたら，折り返しご送金下さいますようお願い
いたします．
※ゆうちょダイレクトや各金融機関のインターネットバンキングからお振込みいただく場合の振込先は，次の通りです．お

振込時には，振込人名（会員氏名）の前に必ず会員番号（7 桁の数字）をご入力下さい．
　　ゆうちょ銀行 〇一九（ゼロイチキュウ）店
　　当座 0028067
　　一般社団法人日本地質学会／シヤ ) ニホンチシツガツカイ

ᶅ௕ظະೲऀͷࢽࡶόοΫφンόʔʢҎԼɺ#/ʣͷૹຊʹ͍ͭͯ
　未納期間中（送本停止中）の雑誌等の BN の送付を希望する方は，会費送金用の郵便振替用紙の右側（日附印押印欄上部）
のチェック欄にて，意思をお示し下さい．チェックが無い場合，BN は送付いたしません（最新号のニュース誌から送本再開）．
※ 2022 年１月より『地質学雑誌』は完全電子化となりました．128 巻以降の雑誌の送本はありません．『地質学雑誌』は１

巻１号から J-STAGE にてフリーアクセスでご覧いただけます．

ᶆࣗಈҾ͖མͱ͠Λ͝ར༻͍ͩ͘͞ɽ
　新たに会費の自動引き落としをご希望の方は，本誌巻末の振替依頼書をご提出ください．一度手続きをしていただきます
と，振込みのために金融機関へ出向く必要もありませんし，会費の未納防止にもなります．自動引き落としの申込は随時受
付しています．今回（12 月以降に）お申込みいただいたかたは，2023 年 6 月の督促請求時に引落させていただきます．

ᶇ学෦学ੜɾӃੜͷ͔ͨ΁ʜʮ学ੜ会һʯ΁ͷਃ੥௥Ճड෇ʢ2023�2�2� క੾ 

　2023 年度からの新しい会費制度導入に伴い手続きが必要になります．新しい会費制度への移行期につき，ࠓճにݶΓɼ
௥Ճ申੥期間Λઃ͚ま͢（2023�2�2� 締切）．詳しくは，p.19 をご覧下さい．
・注１＊ 請求書（＝郵便振替用紙）の再発行はいたしません．申請手続きとあわせて，お手元の郵便振替用紙の金額を申

請額に訂正し，ご送金ください．
・注 2 ＊ 過去分に遡っての申請はお受けしておりません．2023 年度会費にのみ適用となります．
・注 3 ＊ パック制度による会費の納入は，一括納入でお願いします．

2023 年度Ҏ߱ͷ会අ੥ٻͱओͳมߋ఺
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

２．在会年数（会費納入年数）に応じた会費減額について～2024年度会費から適用予定～
2023 年度から，正会員は当該年度 4 月 1 日時点で “65 歳以上 ” のシニア会員と “65 歳未満 ” の一般会員とに細分されます．
シニア会員と一般会員の方のうち，会費未納がなく在会 40 年あるいは 50 年（連続年数でなくても合計年数でも可）に

達した場合は，2024 年度以降の会費からそれぞれ会費減額を行います．
　・在会 40 年以降　11,000 円（1,000 円割引）
　・在会 50 年以降　10,000 円（2,000 円割引）

新制度スタート後からの割引制度となります．2022 年度より以前に在会年が 40 年あるいは 50 年以上となっている方々も，
2024 年度会費から割引会費を適用します（申請や手続きは不要です）．何卒ご承知おきください．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

３．除籍対象年数の規則変更について．長期滞納者の会員はご注意下さい．
　運営規則の一部改正により，2023 年度からは除籍対象となる滞納年数が『滞納４年度目』から『滞納３年度目』に変更
となります．該当する方には個別にご案内することとなりますが，くれぐれもご注意下さい．

運営規則第７条（会費）第４項（4）
（4）会費支払いの督促を受けつつ，正当な理由なく，かつ，退会届を提出せぬままに会費を滞納した会員は，଺ೲ 3年౓

໨をもって，理事会の議決により会員の資格を喪失させ除籍とする．
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

会費額についてご不明な点がある場合やその他確認したいことがある場合は，
日本地質学会事務局へお問い合わせ下さい．

（e-mail：main@geosociety.jp ／ FAX：03-5823-1156 ／ TEL：03-5823-1150）
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学　会　記　事

2022年度第3回
執行理事会議事録

日　程：2022年10月8日（土）13:00−17:30
　　　【WEB会議】
出　席：�岡田　誠，杉田律子，星　博幸，中

澤　努，緒方信一，保坂（内尾）優
子，内野隆之，加藤猛士，狩野彰
宏，亀高正男，小宮　剛，髙嶋礼詩
（16時から），辻森　樹，松田達生，
山口飛鳥（16時から）

監　事：山本正司，岩部良子
欠　席：坂口有人，尾上哲治，矢部　淳
事務局　澤木
＊�定足数（過半数：10）に対し，執行理事15
名の出席
＊�前回22-2議事録案は，本執行理事会にて承
認された．

報告事項
1. 全体的報告
・大型研究について（小宮）：マスタープラ
ンの後継プログラム（未来の学術振興構
想）の提案に向けてのスケジュールなどの
報告があった（10月21日意向調査締切，12
月申請締切）．「未来の学術振興構想」では
20～30年後を見据えた長期的スパンでの研
究構想を提案する点，日本学術会議におい
て提案内容をいくつかのカテゴリーに束ね
るという点，研究施設が提案項目加わった
点，予算規模が2000億円まで可能になった
点，数物系，生命系，人文社会系およびそ
れらの複合の4つの分野を選択する点，申
請代表者に若手研究者が可能となった点が
従来とは異なる．地質学会でもマスタープ
ラン2020「地球惑星研究資料のアーカイブ
化とキュレーションシステムの構築（地質
学会提案）」を，岡田会長名で再度提案す
ることを確認した．提案にあたり，具体的
な受け皿機関などを検討する必要があり，
その点を現在模索している．

2. 運営財政部会（亀高・加藤）
1）総務委員会
＜共催・後援依頼，他団体の募集，連絡等＞
・日本地質汚染審査機構第5回水循環シンポ
ジウム（10/22，於 茨城県潮来ホテル）へ
の後援依頼があり，承諾した．

・第60回アイソトープ・放射線研究発表会
（23/7月，於 東京都内orオンライン開催）
への後援依頼があり，承諾した．

・第32回社会地質学シンポジウム（11/26-26，
於 日本大学文理学部）への後援依頼があ
り，承諾した．

・石油技術協会令和4年秋季講演会（11/1，
於 東京大学小柴ホール）への協賛依頼が
あり，承諾した．

・山田科学振興財団2023年度研究援助候補者

推薦依頼があった（23/2/28締切，地質学
会推薦枠：3件，学会締切23/2/3で広報）
【→ニュース誌10月号，geo-flash掲載】
・第64回藤原賞受賞候補者推薦依頼があっ
た（12/15締切，学会締切11/30）【→ニュ
ース誌10月号，geo-flash掲載】

・地学団体研究会より声明文「福島第一原発
の汚染水海洋放出に反対し，汚染水発生量
の抜本的な削減を求める」（22/9/1付）が
届いた．

・新潟大学旭町学術資料展示館企画展示「ジ
オパークの大放散虫」展（日本地質学会後
援，2022/7/20-8/28開催）実施報告があっ
た.

・山梨県富士山科学研究所より，国際シンポ
ジウム2022富士山地域DX～山岳観光と次
世代通信～」（11/20）の開催案内があっ
た．【→ニュース誌10月号，geo-flash掲載】

＜会員＞
１．今月の入会者(6名）
正会員（5名）：
　松本なゆた，石井富夫，溝口　豊，
　小倉大輔，富島千晴
正会員（院生割）（1名）：
　遠藤悠一
２．今月の退会者（無し）
３．今月の逝去者(正会員3名）
　近藤浩文（逝去日：2022年5月19日），
　籾倉紀久（逝去日：7月26日），
　鈴木養身（逝去日：9月3日）
４．2022年9月末会員数　
賛助：27，名誉：39，正会員：3237［うち
正：3115，院割：115，学部割：7 合計3303
（昨年比-60）
＜会計＞
・特になし．
＜その他＞
・会員システムクラウド化の進捗状況：web
会員画面（案）を紹介した．会員が操作す
る会員情報検索画面のバグについて修正
作業中．

3. 広報部会（内尾・松田）
1）広報委員会（内尾）
・学会ホームページ改定に向けて検討を開
始した．詳細なスケジュール，さらに具体
的なイメージ・サイトの内容，構成，予算
を検討し，23年1月頃を目安に仕様書を整
え，複数業者に見積を依頼する予定．現行
サイト内の内容の整理も必要であり，執行
理事会による確認も予定．優先すべきはト
ップページ，ニュース，入会案内など．国
内外の学会の例も参考にする．英語ページ
の改訂も必要．

4. 学術研究部会（辻森・尾上・高嶋・山口）
1）行事委員会（高嶋・山口）
2022早稲田大会
・9/10-11　ポスターセッション，地質学露
頭紹介は無事終了．フラッシュトークで音
声・画像トラブル（発表者側の問題）はあ

ったが，時間に余裕があったため特に問題
にならなかった．

・早稲田大会の反省会および京都大会への
引継ぎを岡田会長，星副会長，行事委員会
および早稲田・京都大会LOC代表者で実
施し，反省点をまとめた．また，今後の大
会で改善してほしい点を理事・行事委員か
ら意見をメーリングリストにて募集する
ことにした．

京都大会
・市民講演会（日時：2023年9月17日（日）
13:00～15:00）は，講演者2名が決定した．
「歴史記録と地質からみた京都の地震
（仮）」（産総研：小松原琢氏），「微小地震
から見た京都周辺の地震活動と地震を起
こす力の向き（仮）」（京都大学：飯尾能久
氏）

・巡検案内書：里口保文編集委員長を中心
に，メーリングリストを立ち上げ，10/1付
著者へ執筆依頼および執筆要領を送付し
た．原稿締め切りは2023年1月31日に決定．

・巡検：下記の通りで進行中．
➢ �A「京都盆地-奈良盆地断層帯とその周
辺の第四系」案内者：小松原琢（産総
研）

➢ �B「山陰海岸ジオパーク地域　兵庫県新
温泉町～香美町周辺に分布する新第三
紀北但層群とそのジオサイト」案内者：
松原典孝（兵庫県大）・羽地俊樹（産総
研）・郡山鈴夏（フォッサマグナミュー
ジアム）佐野恭平（兵庫県大）

➢ �C瀬戸内区中新統：綴喜層群と鮎河層群」
案内者：入月俊明（島根大）・栗原行人
（三重大）
➢ �D「後期白亜紀・琵琶湖コールドロン域
西部に分布する花崗岩類と岩脈」案内
者：多賀 優（龍谷大）・貴治康夫（佛教
大）・杉井完治（京都市消防局）

➢ �E「但馬地域の舞鶴帯南帯」案内者：木
村光佑（大公大）・隅田祥光（長崎大）・
早坂康隆（広島大）

➢ �F「超丹波帯と丹波帯」案内者：菅森義
晃（鳥取大）・桑原希世子（大公大）・竹
村静夫（兵教大）

➢ �G「アウトリーチ巡検　淀川の氾濫と河
川改修」案内者：三田村宗樹（大公大）　

➢ �W1「ワークショップ　堆積学の水理実
験・理論講習会」案内者：成瀬 元（京
都大）　

➢ �W2「ワークショップ　GISをつかって
みよう」案内者：根本達也（大公大）

ショートコース
・第6回（22/12/18開催予定）と今後の予定
について（→審議事項へ）

その他
・JpGU2023年大会学協会プログラム委員と
して，正：上澤真平会員（電中研，火山部
会行事委員），副：松崎賢史会員（AORI，
海洋地質部会行事委員）を選出した．

2）専門部会連絡委員会（尾上）
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特になし
3）国際交流委員会（辻森）
・IGC37thおよび大韓地質学会MOU更新の
対応について（→審議事項へ）

4）地質標準化委員会（内野）
特になし

5. 編集出版部会（狩野・小宮）
1）地質学雑誌編集委員会（小宮）
（1）編集状況報告（2022年10月5日現在）
・2022 年投稿論文：61［内訳］論説30（和
文27，英文3），総説7（和文7），ノート4
（和文4），レター 7（和文6, 英1），報告3
（和文2，英文1），フォト1（和文1），巡検
案内書9
査読中：29，受理済み：15

・128巻：公開済み21，入稿・校正中13
（2）地質学雑誌への論文投稿促進策として，
129年学術大会発表の中から「レター」への
投稿を依頼する発表の推薦を編集委員に依頼
し，6件の推薦があった．今年度表彰者に地
雑またはIsland Arcへの投稿を依頼してい
る．
（3）特集号の冊子体作成について（→審議事
項へ）
2）アイランドアーク編集委員会（狩野）
（1）編集状況報告
　出版状況は，9月までに21編公表されてい
る．2022年投稿数49件で昨年レベルに近づい
て い る．2022年 は24編 受 理，16編Reject，
I.F.に貢献した論文の紹介があった．進行中
の特集号３つについて，2つがまもなく完成
予定．新しい特集号企画を募集している．
3）企画出版委員会（松田）
特になし

6. 社会貢献部会（坂口・矢部・内野）
1）地学教育委員会（坂口）
特になし
2）地質技術者教育委員会（坂口）
・「学生のための地質系業界説明会」開催報
告（亀高）：9/5対面では，参加企業団体は
24．学生参加54名，総訪問数202，20大学．
9/16オンラインでは，31企業団体，学生41
名参加，総訪問数198，があった．

・JABEE宣伝ポスターの配布が終了．全国
1,238の高等学校へ配布した．

3）生涯教育委員会（矢部）
特になし
4）地震火山地質こどもサマースクール（星）
特になし
4）地質の日（矢部）
特になし

7. その他執行理事会の下に設置される委員会
及び組織
1）利益相反マネージメント委員会（中澤）
特になし
2）若手育成事業検討WG（内野）
・日本地質学会研究奨励金 令和5年度募集要
項，申請書式，選考委員について（→審議

事項へ）
3）表彰制度検討WG（中澤）
・2023年度各賞の募集記事（ニュース誌9月
号）に各賞の説明を掲載した．会員個人か
らの推薦も可能である旨を強調して広報
した．

8. 理事会の下に設置される委員会
1）ジオパーク支援委員会（矢部）
・市民対象オンラインシンポジウム「ジオパ
ーク地域に伝わる伝承と地質学」につい
て，日程は，2023年1月28日（土）10:00-
14:25に決まった．詳細は引き続き検討中．

2）地学オリンピック支援委員会（坂口）
特になし
3）支部長連絡会議（杉田，中澤代理）
特になし
4）地質災害委員会（松田）
・本年9月の台風14号災害関連情報を関東支
部の協力を頂きホームページに掲載した．

5）名誉会員推薦委員会（星）
・2023年度名誉会員推薦委員会委員の選定
について，階層別委員を11月執行理事会に
て提示予定．理事会選出委員は12月理事会
で決定．ダイバーシティも考慮して検討し
たい．

6）各賞選考委員会（中澤）
・2023年度各賞の募集を開始した（ニュース
誌9月号掲載）

7）ジェンダー・ダイバーシティ委員会（辻
森）
・9/25委員会報告：2022早稲田大会におい
て，ECS（Early Career Scientist）ロゴ付
与申請を学生発表賞へのエントリーと間
違うケースがあった．ECSに関係して，学
生発表賞の創設を希望する意見あり．大会
サイトプログラム上で検索できる「求職中
ロゴ」の創設の希望があった．ECSロゴに
ついても大会サイト上で検索できると良
い．学会各種委員会のジェンダー構成につ
いては議論を継続する．

8）連携事業委員会（中澤）
特になし
9）法務委員会（中澤）
特になし

9. 研究委員会
1）南極地質研究委員会（委員長　小山内康
人）
特になし
2）法地質学研究委員会（委員長　川村紀子；
杉田）
特になし

10. その他
1）「地質情報展2023いわて」の開催概要につ
いて（中澤）
　2023年3月10日（金）から12日（日），岩手
県立博物館にて開催予定．試行的に学術大会
とは別の場所で開催する．主催は産総研地質
調査総合センター，産総研東北センター，日

本地質学会，岩手県立博物館．期間中，惑星
地球フォトコン入賞作品を大型ディスプレイ
サイネージにてデジタル展示予定．

審議事項
1. IGC2024および大韓地質学会MOU更新の
対応について
　IGC2024へのサポートレターを9月16日付
で撤回した（LOC宛に文書を送付した）．撤
回に至った経緯等も明記してIUGSにも文書
を共有した．地質学会員のIGC2024への参加
を妨げるものではないが，これまでの経緯等
を踏まえ，慎重に判断していただきたい旨会
員に向けてアナウンスする．また，大韓地質
学会との学術交流協定（MOU）の更新につ
いては，IGC2024会期終了まで保留とする．

2. 地質学雑誌特集号の冊子体作成について
（小宮）
　完全電子化後，特集号については例外とし
て冊子体も作成したいとの要望がある．雑誌
電子化の趣旨と経費の問題も鑑みて，具体的
に対応可能か検討する．冊子体を作成する場
合，従来の論集方式（通常印刷販売）案，全
会員配布案，著者の別刷り形式買取などいく
つか方法が考えられる．具体的方法と概算費
用を次回の執行理事会までに明示する．

3. 日本地質学会研究奨励金 令和5年度募集要
項，申請書式，選考委員について（内野）
　募集要項と申請書式について確認し，いく
つかの要修正箇所を含めさらに検討を進める
ことにした。募集期間は令和5年1月1日～2月
28日．選考委員については基金ワーキンググ
ループメンバーにてスタートすることを確認
した．

4. 地質学会若手向けオンラインイベント 企
画（星）
　院生理事を中心とする若手会員有志が企業
就職を考えている学生向けのイベントを検討
しており，講師依頼については学会から依頼
してほしいこと，および学会ZOOMアカウ
ントを使用したい旨の要請があった．これら
について承認した．イベントの予算化や他学
協会との協力などについて理事から意見があ
り，それらの意見を若手会員有志に伝え，さ
らに検討してもらうことにした。

5. 第6回ショートコース（22/12/18開催予定）
と今後の予定について（山口）
　第6回：2022年12月18日（日）「法地質学の
最前線（仮）」・「付加体地質学の最前線（仮）」
＠3時間を予定．
　第7回：2023年4月開催予定．2023年度から
の学生会員の参加費値下に伴い，参加費の改
定を提案（会員学生1000円，一般会員2000
円，非会員学生3000円，非会員一般5000円）．
　以上の提案について承認された．

6. ポスター賞廃止・学生優秀発表賞新設の提
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案（山口）
　現行の優秀ポスター賞を廃止し，口頭・ポ
スターともに審査対象とする「学生優秀発表
賞」の新設が提案され，大筋で承認された．
適切かつ公平な評価のための評価方法や審査
員の選出について，意見が出された．細部は
継続審議とする．

監事コメント
（岩部監事）
・IGC2024に関する問題については，慎重に
議論を進め，かつ会員へ丁寧に説明して頂
きたい．

・学会HPの改定について，情報を整理して，
必要な情報にたどり着きやすいHPにして
頂きたい．

・ショートコースについては，企業内でも注
目されているので期待している．

（山本監事）
・大韓地質学会とのMOU更新・IGC2024に
ついては会員への丁寧な説明が必要．

・若手提案のオンラインイベントについては
事前に予算化されていないものでも，ある
程度柔軟に対応し，積極的に進めて頂きた
い．

以上

2022年11月12日
一般社団法人日本地質学会
会長（代表理事）岡田　誠
署名人　執行理事　中澤　努

2022年度第4回執行理事会議事録

日　程：2022年11月12日（土）13:00−18:30
　　　　【WEB会議】
出　席：�岡田　誠，杉田律子，星　博幸，中

澤　努，緒方信一，内尾（保坂）優
子，内野隆之，加藤猛士，狩野彰宏，
亀高正男，小宮　剛，坂口有人，高
嶋礼詩（16:30より出席予定），辻森　
樹，矢部　淳，山口飛鳥

監　事：山本正司，岩部良子
欠　席：尾上哲治，松田達生
事務局　澤木
＊�定足数（過半数：10）に対し，執行理事16
名の出席
＊�前回22-3議事録案は，本執行理事会にて承
認された．

報告事項
1. 全体的報告
・経済産業省資源エネルギー庁より，総合資
源エネルギー調査会臨時委員の推薦依頼が
あり，会員1名を推薦した．

2. 運営財政部会（亀高・加藤）
1）総務委員会
＜共催・後援依頼，他団体の募集，連絡等＞

・石油技術協会令和4年度秋季講演会（11月1
日に東京大学 小柴ホール；地質学会協賛）
の協賛御礼と終了報告があった．参加者
150名．
・第5回水環境シンポジウム（地質学会後援）
終了報告があった．

＜会員＞
1. 今月の入会者（正会員2名）
藤代（安部）祥子，深見洋仁
2. 今月の退会者（無し）
3. 今月の逝去者（3名）
名誉会員（1名）秋山雅彦（逝去日：2022年
11月2日）
正会員（2名）阪口和之（逝去日：2022年8月
7日），佐藤光男（逝去日：2022年10月25日）
4. 2022年10月末会員数　
賛助：27，名誉：39，正会員：3241［内訳　
正：3119， 院割：115， 学部割：7�� 合 計　
3307（昨年比-57）＜会計＞
特になし
＜その他＞
・「学生会員」申請受付開始（11/30締切）．
申請方法も簡素化されたので，次年度会費
請求前までの申請を周知したい．
・新しい会員システムを次年度に導入する
旨ニュース誌に掲載し，会員に周知する．

3. 広報部会（内尾・松田）
1）広報委員会（内尾）
・第14回惑星地球フォトコンテスト募集開
始した（2023年1月31日（火）17時締切）．
前回との変更点：応募方法の画像データに
ついて，１作品あたりのファイルサイズ：
5MB以内→20MB以内

4. 学術研究部会（辻森・尾上・高嶋・山口）
1）行事委員会（高嶋・山口）
2024山形大会
・巡検のコース案が出そろい，審議中．
ショートコース
・第6回（22/12/18開催予定）について，参
加申込受付を開始し，学会HP，ニュース
誌等広報を開始した（申込締切12/8）．ニ
ュース誌11月号掲載予定．
・日本地球掘削科学コンソーシアム
（J-DESC）に後援依頼を行い，承諾頂い
た．

2）専門部会連絡委員会（尾上）
特になし
3）国際交流委員会（辻森）
特になし
4）地質標準化委員会（内野）
特になし
5. 編集出版部会（狩野・小宮）
1）地質学雑誌編集委員会（小宮）
（1）編集状況報告（2022年11月11日現在）
・2022 年投稿論文：64［内訳］論説32（和
文29，英文3），総説7（和文7），ノート4
（和文4），レター 8（和文6, 英2），報告3
（和文2，英文1），フォト1（和文1），巡検
案内書9
査読中：21，受理済み：11
・128巻：公開済み24，入稿・校正中22

（2）特集号の冊子体作成について（→審議事
項へ）
（3）地質学雑誌投稿編集出版規則の一部改訂
について（→審議事項へ）
（4）完全電子化後まもなく1年経過する．投
稿数や発行状況への影響や変化など，今後レ
ビューする予定．
2）アイランドアーク編集委員会（狩野）
（1）編集状況報告【報告資料01】
現在（vol.31）の出版状況は，25編，投稿中
が50編超．IFが0.989と予想し実際は2.7実績
からは低下する見込み．
編集中の特集号3件のうち2つはほぼ査読完
了．
（2）その他
　2022年公開済み論文が，Web of Science,
Google Scholar等に収録されていないことが
わかった．発行誌の号（No.）完結後にデー
タベースへの収録が行われるが，IARは1号/
年の出版形態をとっているため，年明けまで
1年分のデータが収録されない．他誌の状況
も調べて，発行形態の変更（年2号発行など）
なども含めて早急に対応したい．また，受
理，公開された論文がすぐに収録されるよう
ワイリーへの要望も行う．
3）企画出版委員会（松田）
特になし
6. 社会貢献部会（坂口・矢部・内野）
1）地学教育委員会（坂口）
特になし
2）地質技術者教育委員会（坂口）
・「地質系若者のためのキャリアビジョン誌
2022」の刊行計画について，掲載原稿募集
中．申込み締切（原稿提出：12月8日）
・10/27地質技術者教育委員会開催報告：学
術大会業界説明会について総括した．過去
最大の盛況で9万円の利益/JABEE校が増
える見込み．/地質系就職状況アンケート
は集計中．

3）生涯教育委員会（矢部）
特になし
4）地震火山地質こどもサマースクール（星）
・11/20（日）に3学会連合企画委員会を予
定．2022年度浅間開催報告，2023年度サマ
スク（平塚で開催予定）の準備進捗状況，
2025年度開催地公募などについて議論す
る予定．

5）地質の日（矢部）
特になし
7. その他執行理事会の下に設置される委員会
及び組織
1）利益相反マネージメント委員会（中澤）
特になし
2）若手育成事業検討WG（内野）
・研究奨励金選考委員案を次回理事会に提
案予定：（委員長）内野隆之，（委員）星　
博幸，中澤　努，亀高正男，磯﨑行雄，宮
下由香里

3）表彰制度検討WG（中澤）
特になし
8. 理事会の下に設置される委員会
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1）ジオパーク支援委員会（矢部）
特になし
2）地学オリンピック支援委員会（坂口）
特になし
3）支部長連絡会議（杉田，中澤代理）
特になし
4）地質災害委員会（松田）
特になし
5）名誉会員推薦委員会（星）
・2023年度名誉会員推薦委員会委員の選定に
ついて：階層別委員について4名を選定し
内諾を得た．理事会選出委員についても検
討を進める．

6）各賞選考委員会（中澤）
2023年度各賞候補者募集中．学会HP,ニュー
ス誌で周知している．
7）ジェンダー・ダイバーシティ委員会（辻
森）
・第20回男女共同参画学協会連絡会シンポジ
ウム（10/8,於 東京大学）資料集に委員会
活動報告（地質学会におけるダイバーシテ
ィ推進の取組）を掲載した．本連絡会につ
いては，地質学会は，現在オブザーバー資
格での参加．JPGUは会員となっている．

8）連携事業委員会（中澤）
特になし
9）法務委員会（中澤）
特になし
9. 研究委員会
1）南極地質研究委員会（委員長　大和田正
明）
・代表者の交代及び委員の追加；新委員長　
大和田正明（山口大），委員会委員も一部
変更あり．次回理事会で報告・承認予定．

2）法地質学研究委員会（委員長　川村紀子；
杉田）
特になし
10. その他
特になし

審議事項
1. 学部学生・大学院生向けオンライン交流会
について（若手有志会；代理 星）
　前回からの継続審議．若手有志から再提出
された企画書修正版の内容について確認を行
った．趣旨は，学生が学術大会時の企業説明
会では聞きにくい情報を若手就職者から聞く
こと．今回は地質系企業に所属する若手社員
に講演を依頼予定．学会は，若手有志が内諾
を得た講演者に対して必要に応じて講師依頼
等必要な事務手続きをとる．なお，この交流
会が単発イベントか，それとも定期的に行う
ことを想定しているかも含め，12月理事会で
院生理事がより説明をいただき，審議する．

2. 若手会員による巡検・研究集会の企画提案
および理事会への協力依頼（若手有志会；代
理 星）
　早稲田大会時の若手対象アンケート調査で
巡検開催が多く希望された．それを受けて若
手有志会が若手を対象とした巡検と研究集会

が企画された．目的は，若手会員の人的・学
術的交流を深めること．第1回は洞爺湖有珠
山ジオパーク地域内を予定．学会からの財政
支援（借上バス・研修室利用などの費用支
出）を要望している．今後の学会活動の中心
となる若手を応援する意義はあるため，学会
として協力する基本方針を確認した．ただ
し，巡検の学術的要素をより具体化，強化す
ることも含め，企画内容の再検討を求める．
財政支援の内容・方法についても要検討．学
会としては，次年度以降に若手活動サポート
予算（仮称）を計上して若手支援を強化した
いと考えている．若手有志会は現在非公式な
グループであるため，学会予算を執行し継続
的に活動できるような組織化（部会，小委員
会など）を支援していく．これについて早急
に検討を進める．

3. ポスター賞廃止・学生優秀発表賞新設につ
いて（山口）
　前回からの継続審議．賞の審査の公平性を
担保するため，評価者（審査員）の範囲や数
の確保について前回執行理事会内で意見があ
り，評価者，評価方法について改善案が提示
された．行事委員・LOC・セッションコン
ビナー・理事・代議員（学生会員以外）から
事前に学術大会発表の中から評価可能な発表
を挙げていただき，評価者を募る．評価者数
が少ない発表については，各賞選考委員・行
事委員・セッションコンビーナーの推薦のも
と各賞選考委員長が全会員の中から評価者を
指名する．賞は口頭・ポスターに分けず統一
して表彰する．受賞数の目安はエントリー数
の2～3割を想定．「学生優秀発表賞」の名称
に従い，受賞対象は，「学生会員のうち，現
在学籍を有する人」とする．研究生は対象と
しない．以上の内容について，12月理事会で
審議する．

4. 第3回JABEEシンポジウムの開催について
（地質技術者委員会：坂口）
　標記シンポジウム開催（2023年3月5日予
定）が提案され，承認された．内容は，地質
技術者の大学―企業の接続教育についてユニ
ークな取組み例をもとに今後の教育を考え
る．

5. 地質技術者教育委員会の委員の追加
　委員の追加（阿部祥子会員）申請について
承認され，理事会へ上程することとした．

6. 地質学会による大学支援（地質技術者委員
会：坂口）
　地質系大学と地質学会との関係を深化させ
ることを目的に，学会が全国の地質系大学の
声を集め，課題を整理し，各方面に調整し，
必要ならば声をあげ，適切な支援を行ってい
く．また地質学会の活動が大学にとってメリ
ットが大きいことをよりアピールしていく．
これにより，最終的には，会員の増加，学生
の大会発表の増加につながる．具体的には，

以下のようなものが考えられる．
・キャリアビジョン誌や地質系業界説明会
などの学会企画に対して，大学から後援を
頂く．大学側のキャリア教育を学会として
協働，支援することになる．
・各大学での「野外実習」科目に対して学会
が「フィールドマスター」を付与する制度
を構築する．
・大学教育支援連絡会（仮称）を学会内に設
置し，学会と大学地質学教育関係者とのパ
イプ役となる活動を行う．

　本件の趣旨，基本方針について承認され
た．具体的支援内容については，今後建設的
に議論を深めていくこととした．

7. 地質学雑誌特集号の冊子体作成について
（小宮）
　現在進行中の特集号ついては，電子化後の
移行期ということを考慮して，世話人からの
希望も確認した上で，冊子体作成の対応を検
討する．具体的には，一定期間に事前に注文
を受け，オンデマンド印刷する．価格設定に
ついては注文数の予測が必要となるので慎重
に設定したい．今後企画される特集号につい
ては，費用面，作業面の負担も小さくないこ
とから，冊子体は作成しないことを明確化す
る．

8. 地質学雑誌投稿編集出版規則の一部改訂に
ついて（小宮）
主な変更内容は以下の通り．
①�現規則では，故人を著者に加えることがで
きない．そのため改正では，必要な記載を
行い，故人が担当した部分については責任
著者が説明責任を負うことにより，認め
る．
②�論文受付年月日は，電子投稿・査読システ
ムに投稿された日ではなく，実際に編集委
員会が編集作業を開始した日付とする．
③�編集委員会が，査読の要否を判断し，
Editor rejectができることを明確化する．
④�「受理後直ちに出版される」という一文
は，実情に合わせて，「校正を終えた原稿
はすみやかに公開される」という記述に変
更．
⑤冊子体は作成しないことを明記する．
⑥�著者貢献では，本規則A．投稿原稿１項の
要件の内容に限ることを明記する．ただ
し，これに関しては，規則文面には含め
ず，他の場所（例：手引きなど）で著者に
注意喚起する．
⑦�不受理についての会長への申し立てができ
る条文は上位規程と重複するため廃止す
る．
理事会提案までに一部確認，また文言の微修
正を行うことで承認された．

9. 学術戦略ワーキンググループ（仮称）の設
置について（中澤）
　学術会議より，第26-27期学術会議会員・
連携会員の選考対象者に関する情報提供の依
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頼があり，この機会に，地質学会としての学
術戦略を議論するWGの立ち上げが提案され
た．今回の依頼だけでなく，柔軟に学術に関
わる話題を議論していく．WG立ち上げにつ
いて承認され，今後学術研究部会を中心にメ
ンバーの選出や具体的な議論を進めて行く．
できるだけ早めに発足させたい．

10. ジオルジュ一部記事のメジャーサイト公
開について（内尾）
　より多くの一般読者に地質学のおもしろさ
を知ってもらうため，ジオルジュ掲載記事の
一部を外部のメジャーwebサイトに公開し
たい（掲載費用発生の可能性もあり）．記事
執筆者だけでなく，学会名も合わせてのクレ
ジットになれば学会の宣伝効果も高いと考え
られる．費用面も含めて対象サイトへの交渉
を始めることについて承認した．ただし，サ
イト掲載による追加支出に対しては反対意見

もあり，創刊からこれまでのジオルジュ発行
に関わる収支も総括した上で，交渉後にあら
ためて議論することとした．

11. 12月理事会審議事項の確認
①2022年度事業実績概要（案）
②2023年度事業計画骨子（案）
③2023年度総会の日程
④地質学雑誌投稿編集出版規則の変更
⑤�2023年度名誉会員推薦委員会委員の選出に
ついて
⑥�各種委員会の委員追加，交代等の承認（地
質技術者委員会，南極地質研究委員会）
⑦�研究奨励金制度及び規則案の提案
⑧�学部学生・大学院生向けオンライン交流会
及び巡検・研究集会の企画提案
⑨学生優秀発表賞の新設について
⑩その他

監事コメント
（岩部監事）今後検討を深めて，将来を担う
若手会員が巡検も含めて，学会活動に対し
て，企画，運営しやすい，参加しやすい環境
づくりを進めてもらいたい．
（山本監事）将来の学会のためにも若手育成
に関わる事業の予算化，ルール作りは必要と
考える．若手が第一線の研究者と触れる機会
は貴重な機会である．ぜひこの経験を今の若
手にも体験していただきたいと感じている．

以上

2022年12月11日
一般社団法人日本地質学会
会長（代表理事）岡田　誠
署名人　執行理事　中澤　努

名誉会員　　加藤　誠（6月26日） 正会員　　菊池康浩（5月31日）
　　　　　　秋山雅彦（11月2日） 　　　　　近藤浩文（5月19日）
　　　　　　 　　　　　籾倉紀久（7月26日）
　　　　　　 　　　　　阪口和之（8月7日）
　　　　　　 　　　　　浦川洋一（8月18日）

　　　　　鈴木養身（9月3日）
　　　　　佐藤光男（10月25日）

本会の次の方々が逝去されました．謹んで哀悼の意を表します．

訃　報
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